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序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす ものと期待されている。

今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待 さ

れ る。 さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献お

よび自由な情報流通の確保の観点からも必要である。 しか しながら、現在わが国で流通 し

ているデータベースの中でわが国独自のものは1/3に す ぎないのが現状で あ り、わが国デー

タベースサービスひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが国独

自のデータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に推進 し、データ

ベースの拡充を図 る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターで は日本自転車振興会か ら

機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発について民間企業、

団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に

重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベースの構

築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化な どに関係 したソフ

トウエア技術 ・ハー ドウエア技術である。

本事業の推進に当たって、当財団に学識経験者の方々で構成 されるデータベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一 氏)を 設 置 してい る。

この 「CD-ROMに よる光学材料 データベースの構築」は平成3年 度の データベ ースの構築

促進 お よび技術開発促進事業 として、当財団が株式会社 リアライズ社に対 して委託実施 し

た課題の一つである。この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方

のお役に立てば幸いである。

なお、平成3年 度 データベ ースの構築促進お よび技術開発促進事業で実施 した課題は次表

のとお りである。

平成4年3月

財団法人 データベース振興センター
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平成3年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1.形 態学的 コメ ン トを含 む病理 デ ータベースのプ ロ トタイ プ ㈱ エ ス ・ ピ ー ・オ ー

作成

2.交 通事故 調査 デー タベー スの プロ トタイ プの作成 (財)日本 自動車研究所

3.シ ルバーエイ ジの医療 と福祉情報の実際的な活用を目的と 美崎高齢者福祉互助会美崎

した デー タベ ース構築 生活館

社 会 4気 候情報 データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所

5.地 下水情報データベースシステムの構築のための調査研究 ㈱ パ スコ

6.フ ァジィに関す る文献 デ ータベ ース システムの開発 (財)日本情報処理開発協会

7.大 学 にお けるデー タベー ス利用教育 システムに関す る調査 口外 アソ シエー ツ㈱

研究

8.マ ル チメデ ィア型社会科 用 デー タベー スの開発 ㈱新学社

9.異 分野研究 のための知 的 オ リエ ンテー ション・デー タベー ス ㈱けいはんな

システムの構築可能性調査

10. .瀬戸内圏公共図書館の郷土資料データベースの構築 ㈱中国新聞社

中小企業振興 11.記 事 デー タベースア クセス用パ イ ロ ッ トシステム構築 ㈱河北新報社

地域活性化 12.商 業調整支援 デー タベ ースの構築 ㈱日本統計セ ンター

13.地 域流通最適化に必要なデータベースの構築に関する研究 (社)日 本 ボ ラ ン タ リー ・チ

エー ン協 会
も

14.情 報源検索 デー タベー スの プ ロ トタイ プ作成 セ ン トラル開発㈱

、

情報図書館RUKIT

15.有 価証券報告書のMTデ ータ変換 ソフト開発の英訳辞書 コ ム ラ イ ンイ ン ター ナ シ ョ

作成 ナル㈱

■ 16.海 外 の主要 国際 ・国家規格 デー タベ ースの構築 日本電子計算㈱
海 外

17.ア ジア太平 洋交 流 デー タベー スの研究一 プ ロ トタイ プ作成一 ㈱西日本新聞社

18.先 端産業分野における専門用語の電子辞書データベース化 科学技術情報研究所㈱

の調査研究

19.書 誌 デ ー タベ ー ス用 ダイ ナ ミ ック シ ソー ラ ス ・エ ン ジ ンの 構 ㈱紀伊國屋書店

築 と自然言語検索 システムへの応用

技 術 20.知 的 ハイパー メデ ィアを活 用 した デー タベー ス構 築 に関 す ㈱新世代 シス テムセ ンター

る調査研究

21.Cb-ROMに よる光学材 料 デー タベー スの構 築 ㈱ リア ライズ社
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1.概 要

1.1本 デ ー タ ベ ー ス開 発 の 背 景

現在の高度情報化社会において、通信、計測、情報処理等の技術はそのほとんどが半導体

を高密度に集積 したIC技 術 によ って支え られている。 しか し既に処理能力の点で限界に近

づきつつあると言われてお り、 この限界を打破 し、更なる技術の発展にとって最 も期待 さ

れているのが光エ レク トロニ クス(光 技術)で あ る。

光学材料 はほぼ人間の歴史に匹敵する程長 く使用されてお り、データも多い。1960年 、

レーザの 出現 によ り始 ま る非線形を含む新 しい光技術は、時間的には長 くはないが情報の

伝達、演算処理、記録等様々な分野で欠 くことのできない もので、急速に発展 している。 こ

の傾向は情報化時代の進展 に伴い更に加速されることが予想 され る。このような光技術の

今後の発展のためには、光の性質を十分に引き出す新 しい光学材料の開発が不可欠である。

光学材料 として利用できる材料の範囲は、極めて広範囲に渡 っており、固体材料の大部分

を占めている。 しか もその特性は材料の製作過程により変化 し、また光の波長によっても、

強度によって も異なる。光学材料 とはこのように多岐に渡 る物質であるため、より大量の

情報の集積が重要であ り、そ うい った意味で、光学材料に関するデータベースの構築が研

究者、技術者の間で強 く要望 されている。

1.2本 デ ー タ ベ ー ス の 目的 と特 徴

本 データベースは、これらの状況に鑑み、現在開発 ・研究が進め られている先端光学材料

のデータを集積 し、当該分野の円滑な開発支援を行 うことを目的 としたものであ り、デー

タ及び応用プログラムを収めたCD-ROMと 、利用者 が 自由に本 データを活用するための

検索 システムとから構成 されている。

データベースのデータは、株式会社 リアライズ社刊 「光学材料ハ ン ドブック」と連動するこ

とにより、データ収集作業の効率化を果たすと共に、書籍の持つ系統性 と専門性を確保 し

ている。更にデータベース独 自の内容 として、本中に収容 しきれなか った重要な情報、資

料等を収録 した。

検索システムは、個人ユーザーが新材料創成のために必要なデータを、本データベースよ

り自由に ピックアップ し活用 しなが ら、ユーザー独 自のデータ内容が作成できるシステム

を 目指 し、開発された。

1.3本 データベースの開発実施体制

本データベースのデータは前記 「光学材料ハン ドブック」編集委員により選定された。選

定に当た っては、前記 目的達成のために収録するべき項 目の検討が行われ、先端光学材料

にすることが確認 された。
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更に「光学材料データベース」委員会により書籍としては収録できなか ったデータ補充につ

いて検討と、検索用ソフ トウエアの検討がなされた。

既に「光学材料ハ ン ドブック」用のデータは収集済みであ り、必要 とされる作業は①収集さ

れたデータをCD-ROMに 収録す るためMS-DOSテ キス トデー タお よびイメー ジデータと

して加工する。②検索のためのキーワー ド・図表 コー ド等を付与する③他に必要 とされる

データを収集する、の3点 が中心 とされ た。

検索 ソフ トウエア等は委員会で システム設計を行ない、開発は大日本印刷株式会社 との共

同作業で行われた。

なお、「光学材料データベース」委員会は以下の方々により構成された。

藤原 譲 筑波大学電子 ・情報工学系教授(委員長)

福見 俊夫 通産省工業技術院大阪工業試験所主任研究官

安井 至 東京大学生産技術研究所教授

植月 正雄 株式会社クラレLD事 業部主席部員

1.4デ ータ内容 とデータ提供者

本データベーズに含まれる主なデータはそれぞれ該当分野の専門家に「光学材料ハ ンドブ

ック」用の原稿 として提供 されたものを、データベース用にMS-DOSテ キス トデー タと し

て入力 した ものである。項 目並びにその提供者は以下の通 りである。

(1)光 学材料概論 …山中千 代衛((財)レ ーザ技術総合研 究所)

(2)レ ーザ材料

(2-1)半 導体 レーザ …末松安晴/上 林利生(東 京工業大学/長 岡科学 技術大学)

(2-2)ガ ラス レーザ…虎渓久義(HOYA㈱)

(2-3)色 素 レーザ…前 田三男(九 州大学)

(2-4)新 固体 レーザ …吉 川省 吾/山 根毅 士(日 本 電気 レーザ機 器エ ンジニ ア リン

グ㈱/日 本 電気㈱)

(3)非 線形光学材料

(3-1)総 論 …小林孝嘉(東 京大学)

(3-2)材 料設計のため の分子軌道計算法 …中野雅由/山 口 兆/太 田浩二(分 子科学

研究所/北 海 道大学/通 産 省工業 技術院大阪工業技術試験所)

(3-3)有 機低分子材料 …深 谷俊夫/小 高正人(通 産省工業 技術院化学技術 研究所)

(3-4)有 機高分子非線形光学 材料 …中西八郎(東 北 大学)

(3-5)半 導体材料 …広嶋透 也(日 本電気㈱)

(3-6)液 晶…吉永和夫(キ ヤ ノ ン㈱)

(3-7)半 導体 ドープガ ラス…中村新 男(名 古屋 大学)

(3-8)ハ イブ リッ ド材料 …守谷哲 郎((財)新 機 能素子研究 開発協 会)

(3-9)非 線形導波路 …梅垣真祐(東 京工科 大学)
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(3-10)光 双安定性材料 …福 見俊夫(通 産省工業 技術院大阪工業技術試験所)

(3-11)光 非線形 デバイ ス…須藤昭一(日 本 電信電話㈱)

(4)光 制御材料

(4-1)電 気光学 材料 …野 田壽一(NTTイ ンターナ シ ョナル㈱)

(4-2)光 導波路 …西沢紘一(日 本板硝子㈱)

(4-3)光 変調 材料 …田中文雄(松 下 電子部 品㈱)

(4-4)空 間光 変調材料 …並川靖生/龍 見雅美(住 友電気工業㈱)

(4-5)デ バ イ ス化 …西原 浩(大 阪大学)

(5)光 フ ァイバ ー材料

(5-1)無 機 ガ ラス材料 …高橋志郎(日 本電信 電話㈱)

(5-2)プ ラスチ ック材料 …長 谷川 章(三 菱 レイ ヨ ン㈱)

(6)表 示材料

(6-1)総 論 …藤 島 昭(東 京大学)

(6-2)液 晶…松 本正一(ホ シデ ン㈱)

(6-3)発 光 ダイオ ー ド…別府達郎(㈱ 東芝)

(6-4)エ レク トロ クロ ミズム…小野 浩(三 菱電機 ㈱)

(6-5)EL… 谷 口浩司(シ ャープ㈱)

(6-6)シ ンチ レ一夕材料 …石井 満(湘 南工科大学)

(7)光 記録材料

(7-1)PHB… 古沢 明/堀 江一之(㈱ ニ コン/東 京 大学)

(7-2)相 変化型 …沖野芳 弘(松 下電器産業㈱)

(7-3)穴 あけ型 …寺尾元康/堀 篭信吉(㈱ 日立製作 所)

(7-4)光 磁 気…今村修武(東 ソー㈱)

(7-5)光 反応(有 機)… 入江正浩(九 州大学)

(7-6)フ ォ トクロ ミック(無 機)… 森本繁樹(セ ン トラル硝子㈱)

(7-7)ホ ログラム記録型 …久保 田敏弘(京 都工芸繊維 大学)

(8)光 変換材料

(8-1)固 体受光 素子 …鈴木佐喜雄(浜 松 ホ トニ クス㈱)

(8-2)太 陽電池 …桑野幸徳(三 洋電機㈱)

(9)基 礎 材料

(9-1)無 機材料 …安井 至(東 京大学)

(9-2)有 機材料 …植月正雄/川 月喜弘(㈱ クラ レ)

1.3検 索 プ ロ グ ラ ム

上記 、 目的を実現 す るための検索プログラムの内容が検討 された。その結果 と作成 された

項 目を以下にまとめる

(1)目 次検索

(2)SEQ検 索

(3)キ ー ワー ド検索
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(4)ナ ビゲ ー シ ョン

(5)応 用 プ ログラムの提供

この うち(3)キ ー ワー ド検索においては、通常 のキーワー ド検索に加えて、数値検索 とシ

ソーラス検索、および否定条件検索を実現 し、 システムの高機能化がはか られている。

1.4応 用 プ ログ ラ ム

本 システムはCD-ROMを 媒体 として いるためデータの大容量化が可能 とな っている。そ

の特徴を利用 し、ユーザーが個々の目的に応 じて組み合わせて使用できる応用プ ログラム

を収録 した。応用プログラムとして登録 されたプログラムは化学PC研 究会 よ り提供 されて

い る無償利用 ソフ トウエアで、その内容 は以下の通 りである。

1GUMMOS4.18… 相川 泰

2CNDO/2… 木原 寛

3分 子表 面積 ・体積 の計 算…長尾輝夫

4ゆ きの じょう…久保公弘
ぎ

5NMRス ペ ク トル解析 プ ログラム …井上吉教

6NMRデ ー タ解析支援 プ ログラム…吉野輝雄

7MULT12傷(BAYES)… 山岡 清

8非 線形最少 自乗法 …熊谷 哲

9時 系列 デー タ処理パ ック…真野倖一 他

10EHMOPSI… 相川 泰

11座 標計 算 ・立体表示プ ログラム∴井上吉教

12Ni表 面へ の水素の吸着過程表示

13平 衡電位/輸 卒 の測定実験 …上原 興盛

14分 子量計算 プ ログラム…小駒清

15振 動反応 でのバ ン ド構造 シ ミュ レーション…塚田雅夫 他

16CNDO/2(MOLDA,MOLMOL対 応 版)… 若杉一行

17NQRス ペ ク トロメ一 夕の 自動化 プ ログ ラム…仁木治雄 他

18複 合糖 質 ・精錬 構造の ビーズ表示 …吉野輝雄

19化 学計 測(ポ ー ラロ測定)プ ログラム…白石 晴樹 他

20物 理化学実験演習(1)中 和熱 ・希釈熱 …吉 村忠与志 他

21無 機定性分析の沈澱色 の再現 …芦 田 実 他

22fileconverter:N88toQB… 真野倖一

23CVの デ ィジタル シ ミュレー シ ョン…田畑 功

24物 質 の化学組成 の計算 …伊藤真 人

25GCデ ータの熱力学解析 …伊藤真 人

26会 合性物質 のNMR化 学 シフ ト解析 …伊藤真人

27MFO(分 子構 造の最 適化)… 仲 田吉郎

283次 元 ・虫 ビングラフ…本間善夫
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29GP-IBデ ー タ計 測 プ ログラム…粟生雅人

30化 学 部室 の真 の色 の表示 …芦 田 実 他

31酸 塩 基指示薬 の呈 色の再現(1)… 芦 田 実 他

32酸 塩 基指示薬 の呈 色の再現(2)… 芦 田 実 他

33有 機概 念図MS-DOS版 …北村 覚

34高 校 の基礎化学CAI… 伊藤 洋

35物 理化学 実験 演習(2)燃 焼熱 ・VM法etc… 吉村忠与志 他
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2.デ ー タ処 理

光学材料ハ ン ドブ ックのテキス トデータを中心に、本文は文字情報 として、図 ・表 ・写真

および式の一部 は画像情報としてイメージ入力された。入力 されたデータは一度出力の上、

内容のチ ェックとメンテナンスが施 され可能なかぎ りデータの正確性が保たれるようはか

られた。 これ らをデータベース化 し、CD-ROM媒 体 と して検索 システムが作成 された。 こ

こでは作業の手順および作成 されたファイル等記述する。

2.1フ ロ ー チ ャ ー ト

(資料 頁 参 照)

2.2本 文 テ キ ス トデ ー タ の入 力(lNOO1)

以下 の形 で1件 のデー タと して、MS-DOSテ キス トフ ァイル形式 で入力 。

CRLF

☆ 章 節 コ ー ドCRLF

● キ ー ワ ー ド,キ ・一一ワ ー ド,…CRLF

◎ 図 表 コ ー ド1,図 表 コ ー ド2.…CRLF

2.2:1章 節 コー ド

1件 の最後 に必ず入力。下記の スタイルを標準 とし、節以降CRLFの 前 まで は省略可能 と

す る。

☆○ 〇 一〇〇一〇〇一〇〇CRLF

章 節 頁 番号

2.2.2キ ー ワ ・・一・ド

下記 の ス タイル で入力 され るが デ ー タ に キー ワー ドが 付与 され て いな い場 合 は省 略 され る。

キ ー ワ ー ドが 複 数 個 存 在 す る場 合 に は、 全 角 の カ ンマ","で 区 切 り並 ん で 入 力 され る。

● キ ー ワー ド1[,キ ー ワ ー ド2,キ ー ワ ー ド3…]CRLF

キ ー ワー ドが 一 つ の 場 合 に は[]内 は省 略 され る。
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2.2.3図 表 コ ー ド

下記 の ス タ イル で 入 力 され るがデ ー タに図 表 が な い場 合 は省 略 され る。 図 表 コー ドが 複数

個 存 在 す る場 合 に は、 全 角 の カ ンマ","で 区 切 り並 ん で 入 力 され る。

◎ 図 表 コ ー ド1[,図 表 コー ド2,図 表 コ ー ド3…]CRLF

図表 コー ドが一つの場合には[]内 は省略 され る。

2・3テ キ ス ト実 デ ー タ フ ァイ ル レ コ ー ドレイア ウ ト(INOO2)

テ キ ス トデ ー タ よ り、章 、節 、キ ー ワー ド、本 文 テ キ ス ト等 に項 目分 け した 中間 フ ァイル

で あ る。 レ コー ド形 式 は 可 変 。 表2-1に レ コー ドレイ ア ウ トを しめ す 。

項

目

制

御

情

報

出

展

フ

ラ

グ

章

コ

1

ド

節

コ

1

ド

項

コ

|

ド

番

号

ダ

ミ

|

①

ダ

ミ

|

②

外

部

デ

1

タ

キ

|

ワ

|

ド

図

表

コ

|

ド

テ

キ

ス

ト

デ

1
夕

ダ

ミ

1

③

ダ

ミ

1

④

ダ

ミ

1

⑤

可

変

デ

|

夕

、i B A A A A A A A B B B B B B B

バ イ ト 4 1 2 2 2 2 8 9 20 2 2 2 2 2 2 V

表2-1A:ASCIIB:バ イナリ

2.4キ ー ワ ー ドフ ァ イ ル(INOO3)

C皿 マ ス タ形 式 フ ァイ ル 。総 件 数 約10,000件 、 総量0.5MB。 表2-2に キ ー ワー ドフ ァ

イ ル の 入 力 項 目を しめ す 。

入力順
Nδ

項 目 名
文字数

F・M・V

コ ー ド

K・E

省 略
不可○

標 準

コー ド○

諸 方
尻詰○ 内 容

1 ファイルフラグ F1 E ○ ○ この フ ァイ ル が 下 記 の いず れ か で あ るか の 区 別

○ キ ー ワー ドフ ァ イル … …`K'

○ 図表 コー ドフ ァ イル … …`Z'

2 出展 フラグ Fl E ○ ○ このファイルの出所が下記のいずれかであるか

の区別

○本文テキス ト……`H'

○図表テキス ト……`Y'

3 章 コー ド F2 E ○ ○ ○ 出所のテキス トデータより転送 したもの。もと

データにて、項 コー ドと番号は省略があり得る

が、このファイルではその場合、`00`と な ってい

る。
4 節 コー ド F2 E ○ ○ ○

5 項 コー ド F2 E ○ ○ ○

6 番 号 F2 E ○ ○ ○

7 キ ー ワー ド VlO K ○ キ ー ワ ー ドは1コ に 限 る。

「図 表 コー ドフ ァイ ル 」の 時 、 当項 目省 略 。
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8 図表コー ド F4 E ○ ○ 図表 ワ ー ドは1コ に限 る。

「キ ー ワ ー ドフ ァイル 」の 時 、 当 項 目省 略 。

rZ・H」999の 形 式 、 尻 の1ケ タ は枝 番 、

通常0

9 ダ ミー(1) FlO E

10 ダ ミー(2) Il。 E

11 ダ ミー(3) V K

12 ダ ミー(4) V K

表2-2

2.5CD-ROMマ ス タ ー(INOO4)

当 フ ァイル は、C皿 で はな くCD-ROMデ ー タ加 工 用 処 理 汎 用 中 間 フ ァイ ル の形 式 。 総 件

数 約1,000件 、 総 量1.8MB。 表2-3に 入 力項 目 を しめ す 。

入力順
Nδ 項 目 名

文 字 数

F・M・V

コー ド

K・A

省 略
不可○

標 準
コー ド○

話 方
尻詰○

内 容

1 出展フラグ F1 A ○

・

○ 本文 テ キ ス トの場 合 … …`H'

○ 図 表 テ キ ス トの場 合 … …`Y'

2 SEQ番 号 F5 A ○ `00001'よ りス タ ー トし
、本 文 テ キ ス ト図 表 テ キ

ス トに 無 関 係 で+1カ ウ ン トア ップ。 ユ 二 一 ク
ー

なNo.

3 章 コー ド F2 A ○ テキスト実データファイルより転送。

項コードと番号は`00'が あ り得る。

4 節 コ ー ド F2 A ○

5 項 コ ー ド F2 A ○

6 番 号 、F2 A ○

7 キ ー ワ ー ド数 F2 A この1件 の デ ー タが 持 って い る。

キ ー ワー ド数 と図 表 コー ド数。

無 い 時 は'00'
8 図表 コー ド数 F2 A

9

●

参照テキスト数 F2 A (当 面 は 使 用 せ ず 。`00')

'

io ダ ミー(1) F10 A

11 ダ ミー(2) F6 A

12 外部データ 101 一

13 キー ワ ー ド V40 K
キーワー ドが複数個ある時、

全角カンマ[民 区切って連続 してはいる。

14 図表コー ド V20 A

'

図表コー ドが数個ある時、2分 カンマロ巨区切っ

て連続してはいる。

当ファイルでは、ひとっの図表コー ドは下記形

式の4バ イ ト(ASC11)と す る。

15 テキス トデータ V800 K

、

本文テキスト又は図表テキス トの文字データ

16 ダ ミー(3) V K

17 ダ ミー(4) V K

表2-3
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2.6実 デ ー タ テ キ ス トフ ァイ ル(INOO5)

(1)実 デ ー タ1件 の 内容 は入 力1NOO4CD-ROMマ ス タ ー一 件 と同 一 で あ る。(論 理 的

レコー ド)す な わ ち可 変 長 形 式 、RL=30,840バ イ ト(MAX)で あ る。

(2)フ ァイ ル形 式 は、RL=2,048バ イ トの固定 長形 式 で あ り、下 図 の様 に論 理 的1レ コー

ドず つ が連 続 的 に セ ッ トされ た もの で あ る。

←RL=2 ,048バ イ ト →

1件 1件 1件 1件 続 く

1件 1件 1件 続 く

～

1件 最後の1件 X'00'

2.7プ レイ ンデ ク ス フ ァ イ ル の レコ ー ドレイ ア ウ ト

2.7.1入 力 順 再 下 位 プ レイ ンデ ク ス フ ァイ ル(lNOO6)

ASCIIバ イナリ バイナリ

識別 SEQ番 号 オ フセ ッ ト

1バイト2バ イト4バ イトRL=7固 定 長

2.7.2小 節 コ ー ド最 下 位 プ レ イ ン デ ク ス フ ァ イ ル(INOO7)

ASCIIバ イナリ

章 節 コー ド オ フセ ッ ト

8バイト4バ イトRL=12固 定 長

2.7.3キ ー ワ ー ド前 方 最 下 位 プ レ イ ン デ ク ス フ ァ イ ル(INOO8)

シフトJIS(全 て全 角)バ イナリ

SORT用 エ ン トリキ ー オ フセ ッ ト

100バ イト 4バ イト RL=104固 定 長
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2.7.4キ ー ワ ー ド後 法 最 下 位 プ レ イ ン デ ク スフ ァイ ル(INOO9)

前項 と同 じ

2.7.5単 一 数 値 最 下 位 プ レ イ ン デ ク ス フ ァイ ル(INOIO)

シフトJIS(全て全角)シ フトJIS(全て全角)
i

SORT用 エントリキー SORT用 単位 数値 オフセット

100バイト40バ イト7バ イト4バ イト

RL=151固 定 長

2.7.6小 値 最 下 位 プ レ イ ン デ ク ス フ ァ イ ル(INO11)

前 項 と同 じ

2.7.7大 値 最 下 位 プ レ イ ン デ ク ス フ ァ イ ル(INO12)

前 項 と同 じ

2.7.8画 像 コ ー ドプ レ イ ン デ ク ス フ ァ イ ル(INO14)

ASCIIバ イナリ

8バ イト

2.8換 算 フ ァ イ ル

←

4バ朴

80バ イ ト

RL=12固 定 長

→

入力単位 レシオ 演算子 統一単位 FILLER

20バイト10バ イト1バ イト201Sイ ト29バ イトRL=80

(1)全 ての項 目は頭づ め、最後 の余 白 はスペース

(2)入 力単位 、統一単位 はEBCDIC英 字 の大文字 と小 文字 を使 い分 け る。

(3)レ シオ

① 正 の実数で、小数点位 置 自由のMAX6け た

② 正 の指数型 の場合 は、小数 点位置が固定 され、数値のけた数は小数点以下MA

X4け た、

○.○ ○○OE± ○○←MAX2け た

(4)演 算子 は下記 の何れか とす る。

*、/、+、 一
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2.9画 像MT(INO15)

ノ ンラベ ル 、RL=16,384バ イ ト、 固定 長 に ブ ロ ックバ ウ ンダ リで 入 って い る。

N
u
L
L

データ名
データは入 っているが

読む必要なし

画

響

4

データは入 っているが

読む必要なし
画像データ

コ ー ド B A A B B

バ イ ト 4 12 68 4 168 V

1 5 17 85 89 257

← こ こ ま で 固 定 長256バ イ ト →← 可 変 長 →

(1)デ ータ名

画 像 コー ド8け たが頭づ めで格納 されて いる。

(2)画 像サ イズ

X方 向 ドッ ト数(2バ イ ト、 バ イナ リ)Y方 向 ドッ ト数(2バ イ ト、バ イナ リ)

で格納 され てい る。

(3)画 像 データ

2階 調の デー タまたは16階 調 のデ ータが格納 されてい る。可変長。

①2階 調 の場合:(X-1)/8+1の 計 算結果 を小数点以下 き り捨 てた値が左右1ラ イ ン

分の画像 デー タ長W2(バ イ ト数)で あ る。 これ がY倍 格納 されて いる。

②16階 調 の場合:(X-1)/2+1の 計算結果を小数点以下切 り捨てた値が左右1ラ イ ン

分の画像 デー タ長W、6(バ イ ト数)で あ る。 これがY倍 格納 されて いる。

2.10画 像 実 デ ー タ フ ァ イ ル(INOI7)

(1)論 理 的1レ コー ド

レコー ド長 データ名 画像データ

4バ イトバイナリ 12バイトASCII 可変長
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(2)物 理 的 レ コー ド

2.048バ イ ト/REC固 定 長 形 式 に、 論 理 的1レ コー ドを ブ ロ ッ クバ ウ ンダ リで格 納 し

尻 の 余 白 は ロ ーバ リュー を つ め る。

A ＼

論
ノ
'＼

ノ
論

A続 き ローバリュー

B

1

B続 き ロ ー バ リュ ー

論 理 的1レ コー ドA

論 理 的1レ コー ドB

2,11画 像 プ レイ ンデ ク ス フ ァ イ ル(INO16)

8バ イト2バ イト2バ イト1バ イト4バ イト

画 像,

コ ー ド

Xド

方 ツ
向 ト数

Yド

方 ツ
向 ト
数

階
調
数

画像

デ ー タ

オフセット

ASCII＼_一.バ イナ リ≡ 二7

RL=17固 定 長

2.12画 像 最 下 位 イ ン デ ク ス テ ー ブ ル(INOI8)

← 1ブ ロ ッ ク=2,048バ イ ト →

エ ン トリ エ ン トリ エ ン トリ エ ン トリ エ ン トリ 工

ン トリ エ ン トリ ● ● ●

～

● ● ● エ ン トリ X'FF'
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1個 の エ ン ト リ レ イ ア ウ ト

← 固 定 長30バ イ ト →

8バ イ ト2バ イト2バ イト1バ イト4バ イト2バ イト2バ イト1バ イト4バ イト4バ イト

Xヤ ド Yド 階 画像 Xド Yド 階 画像 画像

画 像 コー ド

方 ツ
向 ト

方 ツ
向 ト
調
数 データ

方 ヅ
向 ト

方 ツ
向 ト
調
数 データ

コ ー ド

数 数 オフセット 数 数 オフセット オフセット

一 ＼
一篇 ノ ＼ 一議 ノ ㍊ナリ

2.13画 像 上 位 イ ン デ ッ ク ス テ ー ブ ル(lNO19)

フ ァイルの形式 は画像最下位 イ ンデクステーブルと同 じ。ただし、1個 のエ ン トリレイア

ウ トは異 な る。

ASCIIバ イナ リ

画 像 コー ド

画像最下位

インデクス

のオフセット

固定長12バ イ ト

8バ イト 4バ イト

一15一



3.検 索 プ ログ ラム仕様

ハ イ シ ェ ラフ ォーマ 、ッ トのCD-ROM上 の デ ー タベ ー ス とメニ ュー類 の フ ァイ ル を読 み 込

み 、 検 索 処 理 を行 う。 結 果 の画 面 表 示 ま た は プ リ ンタ出力 、 ダ ウ ン ロー ドを 行 う。

3.1入 力 仕 様

3.1.1CD-ROMデ ー タ ベ ー ス

(1)実 デ ー タの形 式 は2.デ ー タ処 理 、 シス テ ム仕 様INOO4参 照

(2)イ ンデ ックス フ ァイ ル

3.1.2メ ニ ュ ー 類

(1)デ ィ レ ク トリフ ァイル

形 式=MD-DOSテ キ ス トフ ァイ ル

フ ァイル 名='DIR.FIL'

構 造=以 下 の通 りで あ る

匝三]・「越]・ 上位訂
下位行先 ,章 節 コー ドCRLF

① 目次 コ ー ド

5け た の 数 字 、IDコ ー ドで あ る。ASCII.

② 目次 内容

画 面 に表 示 す る。 目次 内容 。

③ 上 位 行 先

ツ リー構 造 の 、 直接 の上 位 目次 の 目次 コ ー ド、ASCII.必 ず 一 個 指 定 す る。

た だ し最 上 位 項 目で は 省 略 す る。

④ 下 位 行 先

直接 の 下 位 目次 の 目次 コー ド、 複 数 個 あ りえ る。ASCII.そ の場 合 ス ラ ッシ ュ

で 区切 って 並 べ る。(ス ラ ッ シ ュ は2分 ま た は全 角)

最 下 位 項 目で は 省 略 。

⑤ 章 節 コー ド

この デ ー タが選 ばれ た 時 の、実 デ ー タへ の行 先 とな る章 節 コー ド。 前 方一 致(本 来 は

8け た だ が 、 例 え ば0105*と か)も あ り得 る。ASCII.

<例>

00060,ガ ラ ス レーザ,00010,00240/00250/00260,0102*

① ② ③ ④ ⑤
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(2)キ ー ワ ー ド保 存 フ ァイル

キ ー ワー ド検 索 に て 、過 去 の キ ー ワ ー ド5世 代 分 を保 存 す る フ ァイ ル 。 形 式 は任 意 。

(3)メ ニ ュ ー フ ァイ ル

形 式=MS-DOSテ キ ス トフ ァイ ル

物 性 メ ニ ュー フ ァイ ル 名='BUSSE.MEN'

材 料 メニ ュー フ ァイ ル 名='ZAIRY.MEN

用 途 メニ ュー フ ァイル 名='YOUTO.MEN'

出典 メニ ュー フ ァイル 名='SYUTN.MEN'

構 造 は デ ィ レ ク トリ フ ァイ ル(1)と 同様 だ が 、 こ ち ら に は 章 節 コ ー ドは無 い 。

ひ とつ の メニ ュー が1行 とな る。

,メ ニ ュ ー 内 容 上位行先 ,下 位行先 CRLF

① メニ ュ ー コー ド

5ケ タ の数 字 、IDコ ー ドで あ る。

② メ ニ ュ ー 内 容

メ ニ ュ ー と して 表 示 す る 内容 。

③ 上 位 行 先

ツ リー 構 造 の、 直接 の上 位 メニ ュー の メ ニ ュー コー ド。必 ず 一 個 指 定 す る。 た だ し

最 上 位 項 目で は省 略 。

④ 下 位 行 先

直接 の 下 位 メニ ュ ーの メニ ュー コー ド。複 数 個 あ りえ る。 そ の 場 合 ス ラ ッシ ュで 区

切 って 並 べ る。(ス ラ ッ シ ュは2分 又 は 全 角)た だ し最 下 位 項 目で は 省 略 。

(4)シ ソー ラ ス フ ァイ ル

形 式 二MS-DOSテ キ ス トフ ァイ ル

フ ァイ ル 名='SHISO.FIL'

シ ソー ラス グル ープ名

,,

,,

,,

,,

,,…CRLF

,,…CRLF

,,…CRLF

上のグループ と下(3段 目)の グループ は別 のグル ープ と認識す る。
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① シソーラスグループ名

アルファベ ットで始まる6け た英数字 を入れ る。

② 区切 り

,,はカ ンマ2個 連続 。

③ シノニ ムn

同義語

④ 改行 につ いて

ひ とつ の シソーラスグループ名で次行にシノニムを継続する時は、行頭を"で 始

める。 この時に"の 前 にスペ ースがあ って も可 とする。

(5)単 位換算 フ ァイル

形式=MS-DOSテ キ ス トフ ァイル

フ ァイル名='KANZN.FIL'

構造=以 下 の通 りで ある

匪il[レ シオ]1闇1[憂]CRLF

① 入力単位,統 一単位

ASCIIに よる。

② レシオ'

ASCIIに よる。下記 のいずれか とす る。

1)正 の実数 で、小数 点位置 自由のMAX6け た。

<例>

7500.25

2)正 の指数 型表現で、小数点位 置固定、数値のけた数 は小数点以下MAX4け た。

±以下MAX2け た

○.○○○OE± ○○
'
<例>

3.15E4

③ 演算子 は下記の いずれ か とす る。ASCIIに よる。

*、/、+、 一
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3.1.3イ ン デ ッ ク ス と 実 デ ー タ の 形 式 。

(1)各 イ ンデ ックス は1次 と2次 イ ンデ ックス に分 か れ る。 いず れ も下 記 の 形 式 で あ る。

←1BLOCK=2048バ イ ト →

エ ン トリ エ ン トリ ● ● ● ● ● ● エ ン トリ エ ン

トリ エ ン トリ
● ● ● ● ● ● エ ン トリ エ ン ト

～

リ エ ン トリ エ ン トリ ■ ・ ■ X'FF'

(2)実 デrタ

一 件 一 件 ■ ● ● ● ● ● 一件続 く

一件 ● ● ● ● ● ● 一 件 一 件

～

一 件 一 件 ■ ■ ◆ X'00'

一19一



(3)最 下位 イ ンデ ックス と上 位 イ ンデ ックス

← 2048バ イ ト/ブ ロ ック →

Aエ ントリ B C D E F

G H 1 J K

← 可 変 長 →

ありえる ～

Y Z X'FF'

*最 下位イ ンデ ックス

この中のオフセ ットは最下位インデックスのもの

Fエ ントリ K

← 固定長 →

Z X'FF'

*上 位イ ンデ ックス

① 上位 イ ンデ ックスは最下位インデ ックスの各物理ブロックの最後にセ ットされてい

るエ ン トリのデータを加工 して、新 しいエン トリとした もの。

従 って、例えば最下位イ ンデ ックスの物理ブロックが2,000個 あれば、対応す る上

位 イ ンデ ックスのエ ントリは2,000個 で きる。

② 上位 イ ンデ ックスのエ ン トリは、最下位インデックスのエン トリキイの前部分(あ る

固定長)と 、そのエ ン トリが収納 されているインデックスのア ドレスとの2個 よ り成 る。

ここで はエ ン トリ長 は固定長である。

(4)実 デ ー タ1件 の形 式(シ ス テ ム 仕 様 書INOO4)

可 変 長 形 式 、RL=30,840バ イ ト
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(5)入 力順 イ ンデ ックス最下位

ASCII バイナリ

識別 SEQ番 号 オ フセ ッ ト

1バ イ ト2バ イ ト 4バ イ ト

①SEQ番 号:実 デ ータに格納 され てい る1件 が何番 目の ものか 示す番号 、1よ り開

始 され、途 中に抜 けばな い ものとす る。昇順 に並んでいる。

② オフセ ット:実 デー タフ ァイルの先頭 を1と した時 の、1件のデー タの先頭位置 をバ

イ ト数 で示 した値。(こ の他の最下位イ ンデ ックスにて、オフセッ トの定義はこの通

りとす る。)も しも該 当SEQ番 号 のデー タが存在 した い時 は、 オフセ ッ ト=

S'0'と な る。

③ 識別:そ の1件 のデータが本文 テキス トの時'H'図 表テキ ス トの時'Y'が 入 る。'H'が

先 で'Y'が 後 ろにな って いる。

④ 件数 が1,000件 程度 なので 当イ ンデ ックスは上位インデ ックスを持たない。

(6)章 節 コー ドイ ンデ ックス最下位

ASCII バイナリ

章 節 コー ド オ フセ ッ ト

8バ イ ト 4バ イ ト

※ 章節 コー ドは、8け た数字。 このキーで昇順SORTさ れてい る。

(7)章 節 コー ドイ ンデ ックス上位

エ ン トリの レイアウ トは最下位と同一。SORTも 同一 。 オ フセ ッ トは最下 位 イ ン

デ ックスのオフセッ トは最下位イ ンデ ックスの先頭を1と した時のエ ン トリの先頭

位 置をバイ ト数で示 した値。

(8)画 像 コー ドイ ンデ ックス最 下位

←

8バ イ

固 定 長30バ イ ト →

ト2バ イ ト2バ イ ト1バ イ ト4バ イ ト2バ イ ト2バ イ ト1バ イ ト4バ イ ト4バ イ ト

Xド Yド 階 画像 Xド Yド 階 画像 画像

画 像 コー ド

方 ツ
向 ト
方 ツ
向 ト
調数
データ
方 ツ
向 ト
方 ツ
向 ト
調
数 デ ー タ

コー ド

数 数 オフセット 数 数 オ フセ ッ ト オ フセ ッ ト

ASCII＼ ＼き=ノ ＼＼;;;1用 画像ノ ＼㌫_ノ

※ 画 像 コ ー ドは、8け た英 数 字 。 この キ ー で昇 順SORT済 。
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(9)画 像 コー ドイ ンデ ックス上 位

8バ イ ト4バ イ ト

画像 コー ド 最 下 位 インデックスオフセット

ASCIIバ イ ナ リ

(10)キ ー ワー ド前 方 一 致 イ ンデ ッ クス最 下 位

← / エ ントリ長 可変 →

一マ

ヵ
ノ

ン
ェントリ

長

エントリ

キー長

オフセッ

ト数

エ ン トリキ ー オフセッ

1ト1

オフセッ

ト2

● ● ●

オフセッ

トn

← キ ー長 可変 →4バ イト4バ イト4バ イト

← 個 数 に よ り可変 →

SEQ 項目名 バイ ト 属性 内容

1 マ ー ク 1 ASCII、 エントリの先頭目印常に"#"

2 エ ン トリ長 2 バイナリ 1エ ン トリの 全長(バ イ ト)

3 エ ン トリキ ー長 2 バイナリ エ ン トリキー の全長(バ イ ト)

4 オフセット数 2 バイナリ 同一エン トリキーを持つ実データの個数

5 エ ン トリキ ー V シ フ トJIS 検索用のエントリキー(全 て全角)

6 オ フセ ッ ト1 4 バイナリ

同一エントリキーを持つ実データ各々の

オフセッ トを昇順に並べたもの。

最低で1個

7 オ フセ ッ ト2 4 バイナ リ

～

オ フセ ッ トn 4 バイナリ

※ エ ン トリキ ー をKEYと して、昇 順SORTさ れ て格納 す る もの とす る。

(11)キ ー ワー ド前 方 一 致 イ ンデ ッ クス上 位 。

(シ フ トJIS)"バ イ ナ リ

32バ イ ト(固定)4バ イ ト

※ エ ン トリキー は最 下 位 イ ンデ ックスの エ ン トリキ ーの頭 か ら無 条件 で32バ イ ト以 上 あ る

時 は尻 を カ ッ トして い る。32バ イ トに満 た な い 時 は尻 に ローバ リューがつ ま って い る。
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※ エ ン トリキ ー をKEYと して、 昇 順SORTさ れ て格 納 す る もの とす る。

(12)キ ー ワ ー ド後 方 一 致 イ ンデ ックス 最 下 位

エ ン トリの レイ ア ウ トとSORTは 前方 一 致 ・最 下 位 の もの と同一 だ が 、エ ン トリキ ー

の 内 容 が逆 さ ま に な って い る所 の み 異 な る。

〈例 〉

実 デ ー タの キ ー ワ ー ドが'あ い うえ お'の 時 、 当 エ ン トリキ ー は'お え うい あ'と

な って い る。

(13)キ ー ワー ド後 方 一 致 イ ンデ ック ス上 位

キー ワー ド前 方 一 致 イ ンデ ックス上 位 と同 じや り方 で、 キ ー ワー ド後 方 一 致 イ ンデ

ッ クス最 下 位 よ り作 られ た もの 。 エ ン トリレイ ア ウ トも同 一 。

(14)単 一 数 値 イ ンデ ック ス最 下 位

エ ントリキーと単位をKEYと して昇順SORTさ れて格納され る。

/一

マ

ー

ク

エントリ

長

エントリ

キー

長

単位

長

最小値 最大値 アイ

テム

数

エ ン トリキ ー 単

位

← 可変長 → ← 可変長→

昇順SORTさ れてセ ッ トされる

アイテム1 アイテム2 アイ テムn

数値 オフセット 数値 オフセット
● ● ● 数値 オフセット

7バイト4バ イト7バ イト4バ イト7バ イト4バ イト

ひ とつ の実 デ ー タよ りひ とつ のア イ テ ムが発生 す る

SEQ 項目名
バイ

ト
属性 内容

1 マ ー ク 1 ASCII エントリの先頭 目印常に"#"

2 エ ン トリ長 2 バイナリ 1エ ン トリの全長(バ イ ト)

3 エ ン トリキ ー長 2 バイナリ エ ン トリキ ーの全長(バ イ ト)

4 単位長 2 バイナリ 単位の長さ(バ イ ト)

5 最小値 7 バイナリ 当エ ントリのアイテム中の最小値
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6 最大値 7 バイナリ 当エン トリのアイテム中の最大値

7 アイテム数 2 バイナ リ
同一エン トリキーを持つ実データの

個数

8 エ ン トリキ ー V シ フ トJIS 検索用のエントリキー(全 て全角)

9 単位 V シ フ トJIS 検索用の単位(全て全角)

10 アイテム1
数値 ・7 バイナリ フラグ、指数部、実数部よりなる

オフセット 4 バ イ ナ リ`

11 アイテム2
数値 7 バイナリ

オフセット 4 バイナ リ

アイ テ ムn
数値 7 バ イ ナ リ、

オフセット 4 バイナリ

(15)数 値 および最小値 および最 大値 の形式。

←7バ イ ト →

一

フ
「ノ

〃ノ

指数部
、

実数部

1バイト2バ イ ト4バ イ ト

※ 当 システムで扱 う数値は スタンダー ド表現であ り、これを前提に下記の様にデータセ

ッ トされる。

① フラグ

ASCIIと す る。

実数部の符号が正の時

実数部が0の 時

実数部の符号が負の時

② 指数部

9
匂

-

(U

指数部の数値(MAX2け た)を 符号付 のバ イナ リでセ ッ トされる。ただし、実数の符

号が負の時に限 り、指数部の符号 は逆にしてセッ トされる。

③ 実数部

実数部の数値(MAX5け た)を 小数以下4け た に満 たない時尻 に0付 けて全部 で5

けた と してか ら、小数点 を取 った値として、符号付の4バ イ トのバ イナ リでセ ッ ト

され る。
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④ 以上で説明 した形式の7バ イ トの値 は、その ままスタ ンダー ド表現値の大小関係を

満た してお り、ひとつのンエン トリ中でアイテムは「数値」「オフセ ット」の昇順に並

んでいる。(つ ま り小→大)

(16)単 一 数 値 イ ンデ ック ス上 位

(シ フ トJIS) バイナリ

32バ イ ト(固定) 4バ イ ト

※ エン トリキーは、単一数値インデ ックス最下位のエ ントリキーの頭か ら無条件で32

バ イ トを持 ってきた もの。32バ イ ト以上 ある時 は尻 をカ ッ トしている。32バ イ トに

満 たな い時 は尻 に ローバ リューがつまっている。

※ エン トリキーをKEYと して、昇順SORTさ れて格納す る もの とす る。

(17)小 値 イ ンデ ックス最下位 ・大値 イ ンデ ックス最下位

単一数値イ ンデ ックス最下位 と同一仕様にて作成 される。

(18)小 値 イ ンデ ックス上位 ・大値 イ ンデ ックス上位

単一数値イ ンデ ックス上位 と同一仕様にて作成 される。



(19)応 用プ ログラムメニ ューフ ァイル

応用プログラムのコピー処理(後 述 皿一2参 照)を 行 う際、ユーザに対 して どの様なプ

ログラムがROM内 に格納 されてい るかを表示 し、選択のサポー トを行 うためのデー

タで、以下の構造 とす る。

メニ ュー1件 の構 造

¥闇*巨]*闇*圃*

当該応用プログラムの存在するDIR名 CRLF

以下「DIR名 」と略す

CD-ROM上 の¥UTY¥

コメ ン トデ ー タの構造

ここの名称が指定される。

$ コメ ン トデ ー タ

全体の構造

¥

¥

CRLF

CRLF

5

¥メ ニ ューn件

$

CRLF

① メ ニ ュー デ ー タ は、 必 ず1件 毎 に"¥"(全 角)で 始 ま る。1件 中 の 各 項 目の 区 切

りは、"*"(全 角)と す る。1件 の 終 りに は 、CRLF(0-DOA'X)を セ ッ トして あ る。

「登 録番 号」～ 「使 用 目的 」は省 略 が あ りえ る。「当該応 用 プ ロ グラム の存 在 す るDIR名 」

は省 略 され な い。 省 略 の時 に は 区 切 りの'*'を 連 続 させ て 省 略 を 表 す 。

「登 録 番 号 」と 「DIR名 」はASCII,他 は、ASCII,シ フ トJIS混 在 可 とす る。

②"$"(全 角)よ りEOFま で を コメ ン ト行 とみ な す 。"$"以 降 、"¥"で 始 ま る デ ー

タが来 て も何 もせ ず 、 そ の ま ま、画 面 出 力 す る。 コー ドは、ASCIIシ フ トJISが 混

在 す る。
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3.1.4CD-ROMの デ ィ レ ク ト リ内 容

ROOT INDEX1

INDEX2

DATA

UTY

(応 用 ソフ トの収 納

デ ィ レク トリー)

NYRYOK2.IDX(入 力順最 下 位)

SYOSET1.IDX(章 節 コー ド上 位)

SYOSET2.IDX(章 節 コー ド最下 位)

KEYWRDF1.IDX(キ ー ワー ド前方 上 位)

KEYWRDF2.IDX(キ ー ワー ド前方 最 下位)

KEYWRDB1,IDX(キ ー ワー ド後方 上 位)

KEYWRDB2.IDX(キ ー ワー ド後方 最 下位)

TANSU1.IDX(単 一数 値上 位)

TANSU2.IDX(単 一数 値最 下位)

SYOSU1.IDX(小 値上 位)

SYOSU2.IDX(小 値最 下位)

DAISU1.IDX(大 値上 位)

DAISU2.II)X(大 値最 下位)

GAZOU1.IDX(画 像 コー ド上 位)一[
GAZOU2.IDX(画 像 コー ド最 下位)

TEXT.DAT(実 デー タテ キ ス ト)

GRA2.DAT(実 デー タ画像2階 調)

GRAI6.DAT(実 デー タ画像16階 調)

GRAP.DAT(実 デ ータ画像 プ リン ト用)

ソ フ ト1

ソ フ ト2

ソ フ ト3

ソ フ トk

ソ フ トn
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3.1.5画 像 実 デ ー タ フ ァ イ ル(2階 調 、16階 調 と も共 通)

(1)論 理 的1レ コー ド

レコー ド長 データ名 画像データ

←4バ イト バイナリ→ ←12バ イトASCII> ・ 可 変 長 一・

(2)物 理 的 レコー ド

2.048バ イ ト/REC固 定長 形 式 に、論 理 的1レ コー ドを ブ ロ ックバ ウ ンダ リで 格納

し尻 の 余 白 は ロ ーバ リュー をつ め る。

A

A続 き ローバリュー

B

B続 き ロ ー バ リ ュー

論理 的1レ コー ドA

論 理 的1レ コー ドB

3.2出 力仕様

(1)'表 示画面は 日本電気株式会社製PC9801シ リーズの400×640ド ッ トの もの とす る。

カ ラー8色 表示。

これ は、 現在 の国 内で、最 もポ ピュラーに使われているハ ー ドウエアであると

考え られるためであ り、本 システムをより普及するためである。

(2)プ リンタへの 出力。 日本電気株式会社製PC-PR201お よびその互換機。 テキス ト出

力時 は9イ ンチ または15イ ンチ用紙対応 とす る。画像出力時は15イ ンチ用紙対応6

(3)ダ ウ ンロー ド。 ユーザー指定 の ドライブ名:パ ス名のMS-DOS標 準 テキス トフ ァ

イル形式 で ダウ ンロー ドする。
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3.3編 集仕様

3.3.1検 索 シ ス テ ム フ ロ ー

(資料 頁参照)

3.3.2目 次 検 索

(1)目 次検索 指示 画面 をまず表 示す る。画面は縦に3分 割 と し、上位帯 、中位帯 、下位

帯 とに分ける。

(2)シ ステム立 ち上 げ後、最 初 に目次検索をす る場合、ディレク トリファイルの最上位

項 目群を下位帯に表示 して待つ。

① カーソルを上下に動か し合わせた所で黄色反転する。

②F・5キ ーを押す と、その 目次 に合致するデータが検索をされて、その1件 目が全文

表示 され る。

③F・8キ ーを押す と、下位帯 にあるデータは中位帯に移動 し、黄色反転は白色反転

とする。そ して、尻から罫線を伸ばし、下位項目群を下位帯に表示する。

④ ここで再度①③ と同 じ操作をすると、最上位項 目群 と下位項目群 とが、それぞれ上

位帯 と中位帯 に移動 し、より下位の項目群を下位帯に表示する。

⑤ 下位帯に選択すべき項 目が出現 した ら、上述の①②の操作により、その1件 目が全

文表示 され る。

⑥ カー ソルの上下にて行単位 スクロール、F・6ま た はF・7キ ー にて画面単 位 の ス

クロールが下位帯についてのみ可能である。ただ し、項 目群が多 くて複数画面に渡

る場合に限 る。

⑦4段 階以上 の下位 を表示す る時、上位項 目を上位帯か らオーバーフローさせ る。

⑧ 下位項 目に下が ってい く途中でF・ キーを押す と逆 の動 きとな り、下位項 目群を下

位帯 よりアンダーフローさせる。下位帯にある所で常に選択のや り直 しを可能 とす

る。F・8ま たはF・9キ ーによる上位 と下位 のツ リー移動は最大10階 層 まで とす る。

(3)一 度全文表示 した後で、 目次検索をする場合。

① 目次検索指示画面の表示方法は異なる。まず、全文表示 されていたデータに対応す

る最下位項 目を下位帯の1行 目に、それの上位項 目を 中位帯の1行 目に、更 に上位

項 目を上位帯 の1行 目に表 示す る。

② 中位帯の表示 されている項 目より、下位項 目群を呼び出して、下位帯に続けて表示

する。複数個あるはずである。この時既に選択されて黄色の反転になっている1件

をだぶ って表示 しな い様 に注意する。

③ 同様 にして中位帯、上位帯 も続けて表示する。なお、 もしも上位帯 に出力されてい

るのが最上位項 目だった場合、全ての最上位項目を表示する。あとの操作は(2)①

以 降 と同様 とす る。

(4)目 次検索指示画面 での フ ァ ンクシ ョンキーの役割。

F・5に 当た るキ ーが押 された場 合には検索実行を、F・6、F・7キ ーはそれぞ れ次

頁、前頁へのデ ィレク トリの頁送 りを、F・8、F・9キ ー はそれぞれ下位、上位 への
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デ ィレク トリ移動を実行する。

*検 索指示画面 にて、 さらにESCキ ーを押す と、検索方式 メイ ンメニューの画面に移る。

*全 文表示 につ いたあとF・6、F・7キ ーによ り別のデ ータが見れ るのは、検索結果が複

数件ある場合に限る。結果が1件 のみの時、F・6、F・7キ ー は無効 とす る。

3.3.3キ ー ワ ー ド検 索

(1)ま ず キ ー ワー ド検 索 指 示 画 面 を 表 示 す る。 この 画 面 で の フ ァ ン ク シ ョ ンキ ー の 役

割 はF・4=キ ー ワ ー ド画 面 ク リア、F・5=検 索 実 行 、F・6=次 頁 、F・7=前 頁

(過去 の キ ー ワー ド画 面5個 まで を呼 び 出す。 な お、 キ ー ワー ドを記 憶 す るタ イ ミン

グ は検 索 実行 時 とす る。 保 存 す る場 所 は 「キ ー ワ ー ド保 存 フ ァイル 」で あ る。)HELP

キ ーで 画 面 右 上 に 「キ ー ワ ー ド検 索 メ ニ ュー」をオ ーバ ー レイ で表 示 す る。 誤 って表

示 した際 に は、再度 のHELPキ ー で消 去 。ESCキ ー で検 索 方 式 メ イ ンメニ ュー へ と

戻 る。

(2)キ ー ワ ー ド検 索 メニ ュ ー

キ ー ワ ー ド検 索 指 示 画 面 の 右 上 に メ ニ ュ ー を 表 示 す る 。 カ ー ソル を 合 わ せ て
へ

RETURNキ ーをおす と該 当メニ ューの最上位項目群が表示 される。この後(3)へ と

続 く。(図3-3)図3-3

メニ ュー

1.物 性

2.材 料 名

3.用 途

4.出 展

5.論 理条 件

6.シ ソー ラス検 索

① ここで、特に5.論 理条件 を選 ぶ と論理 条件 メニ ュニが表示 される。論理条件 メニ

ューでは、1.否 定 を使 わない2.否 定を使 うの何れか を選択 し、RETURNキ ーで

確定 し終了す る。2.否 定 を使 うが選択 され ると、キー ワー ド検索指示画面上の否定

の項目に一(マ イナ ス)が 入 る。

② ここで、特 に6.シ ソー ラス検索 を選ぶ と シソー ラス検索メニューが表示 される。

シソーラス検索メニューでは、1.シ ソー ラス検索 をや らない2.シ ソーラス検索 を

や るの何 れかを選択 しRETURNキ ーで確定 し終了す る。2.否 定を使 うが選択 され

ると、 キーワー ド検索指示画面上のシソーラス検索の欄Yが 入 る。

③ メニ ュー画 面を出 して いる時のファンクションキーの機能はF・6=次 頁 、F・=

前頁 、F・8=下 位、F・9=上 位 のみを有効 とす る。

(3)物 性な どメ4ユ ーの表示

① メニ ューの最上位項 目群を下位帯に表示 し、一番の行を黄色で反転 して待つ。

② カーソルを上下に動かす と反転(黄 色)も いっ しょに動きRETURNキ ーにて、 確定
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し、メニューは終了する。この時、キーワー ド検索指示画面の検索キー欄にメニュー

か らのデータが送 られ、表示される。

③F・8キ ーを押す と、下 位帯の データは中位帯に移動 し、黄色反転だった行 は白色

反転する。そ して、尻か ら罫線を伸ばし、下位項 目群を下位帯に表示する。 ここで

は一番上の行を黄色の反転として待つ。

④ ここで再度F・8キ ーを押す と、最上位項 目群 と下位項 目群 とが、それどれ上位帯 と

中位帯に移動 し、よ り下位の項目群を下位帯に表示する。

⑤F・9キ ーを押 す と、F・8キ ーの場 合 と逆に移動 す る。

⑥ カー ソルの上下 にて行単位ス クロールす る。F・6ま た は、F・7キ ー にて 画面 単

位 のス クロール が、下位帯についてのみ可能である。

⑦4段 階以上 の下位 をF・8キ ーにて表示 しよ うとす る時、上位項目を上位帯からオ ー

バーフローさせる。

⑧ 下位帯にある所で常に選択のや り直 しを可能 とす る。またF・8、F・9キ ー に

よ る上位 と、下位 のツ リー移動は最大10階 層 とす る。

(4)見 出 し一覧 画面

① キーワー ド検索指示画面にてF・5キ ーにて、検索 処理を した後、 この画面 となる。

[=][==コ1 川

②一番上のSEQ.の 数字 を反転 させて待つ。 カー ソルはこの位置とする。

③ カーソルの位置を上下 させると反転 も移 りRETURNキ ーにて 、そ のデ ー タの全

文表示 へ移 る。

④ カーソルの上下にて行単位スクロール、F・6ま た はF・7キ ーにて画面単位 の ス

クロールが可能

⑤ 左端のSEQは 、 デー タには持 っていな いので 、1か ら自動 的 に+1カ ウ ン トア ッ

プ して付加 す る。

⑥ 当画面において、ESCキ ーをおす と、キ ーワー ド検索指示画面へ と移る

⑦F・10キ ーにて 「見出 し/キ ー ワー ド」欄 の表示内容が見 出 し←→キーワー ドと交互

に入れ替わる

3.3.4SEQ検 索

(1)SEQ検 索指示画面 をまず表示する。 この画面でESCキ ーを押す と検索方式メイ ンメ

ニ ューの画面へと移る。検索を実行するためには任意の数値を入力 し、RETURNキ ー

を押す。 ただ し、 その際、先頭には"T"末 尾 には"B"を 入力す る

(2)全 文表示画面 に到着 した後 は、F・6、F・7キ ーによ り、自由 に前後の1件 の全文 表

示が見 られ る もの とす る。
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(3)な お、SEQ検 索 お よび他の検索方式 の全文表 示か らSEQ検 索 に入 った時 にはSEQ

検索指示画面 にてその全文表示のSEQが 表示 され るもの とす る。

3.3.5全 文 表 示 画 面

(1)テ キス トデー タが1画 面 に収 ま らな い時、矢 印(上 ・下)キ ーによ り、行単位 のス ク

ロール可能 とする。

(2)F・6、F・7キ ーによ り検索結果 の該 当データに限 り、前の1件 、次 の1件 の全文 表

示ができる。(SEQ検 索 の結果 で全文表示 した場合 は前後自由に全文表示可能)こ の

時 は常に画面の最上行 に1件 の先頭 を合わせ る。

(3)画 像デ ー タがあ る時、F・4キ ーを押す とその テキス トデ ータに付いている画像

の「図表コー ド一覧」の固定ウイン ドウを右四分の一の位置に表示する。 ここでESC

キ ーを押す とウイ ン ドウが消 え全文表示に戻 る。

(4)カ ーソルの位 置が反転 してお り、図または表を選んでRETURNキ ーによ り「画像表

示」を行 う。画像が1画 面 に収 ま っていない時、ス クロール可能とする。ESCキ ーを

押す と「図表 コー ド一 覧」に戻る。
　

(5)全 文 表 示 の 段 階 でF・5キ ーを 押 す とF・4キ ー の時 と全 く同 じ手 順 にて 、「画 像 プ リ

ン ト」を行 う。 プ リ ン ト中 断 及 び 「図 表 コー ド一 覧 」に戻 る にはESCキ ー を お す。(画

像 プ リン トは15イ ンチ 幅(136け た)の 用 紙 が は い って い る もの と して 出力 す る。

(6)こ の画 面 で の フ ァ ンク シ ョンキ ー はF・1=SEQ検 索 、F・2=目 次 検 索 、F・3=

キ ー ワー ド検索 、F・4=画 像 表 示 、F・5=画 像 プ リ ン ト、F・6=次 頁 、F・7=

前 頁、F・8=MS-DOSへ の 出 口、F・9=プ リン ト、F・10=ダ ウ ン ロー ドとな る。

な お、「図 表 コー ド一 覧 」の 固定 ウ イ ン ドウ表 示 時 お よ び画 像 表示 時 に は画 面 に フ ァ

ンク シ ョ ンF・'1～F・10の 表 示 は せ ず ま た機 能 も しな い もの とす る。

(7)F・8キ ー を 押 す と、全 文 表 示 され て い る画 面 を ク リア し、MSDOSへ と抜 け る。 画

面 上 はA>(プ ロ ンプ ト)の 表 示 とな る。 プ ログ ラ ム は中 断 す る。 この後 、MS-DOS
`上 で"EXIT"と い う コ

マ ン ドが 入 力 され る とF・8キ ーで 中断 した 時 の画 面 を表 示 し

て プ ロ グ ラ ムを 復 活 させ る。

(8)F・9キ ー を押 す と、全 文 表 示 の 右 上 に 「プ リン トメニ ュー」の 固定 ウ イ ン ドウを 出す 。

最 初 は1.9イ ンチ を 白 色 反 転 させ る。

プ リン トメニ ュー

用紙 サ イ ズ

9イ ンチ

2.15イ ンチ
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カーソルの上下動にて反転 も共に動き、確定 した所でRETURNキ ーを押す と、プ リンター

にテキ ス トデータを出力する。

前記プ リンン トメニューのカーソル(反 転)の 位置 は1度 選んだ ら、2回 目以 降その状態で表

示 され る ものとする。

プ リン ト中は「プ リン ト中です」のメッセージを固定ウイン ドウ中に表示 して、終了すると消

える

プ リン ト中にESCキ ーを押す と中断 して固定 ウイ ン ドウが消えて全文表示となる。

またF・9キ ーを押 して 固定 ウイ ン ドウ表示中にESCき 一を押 した時 も同上 とす る。

(9)F・10キ ーを押す と、全文表示 の右上 に 「ダウンロー ド」の固定 ウイン ドウを表示す

る。

ダ ウ ンロ ロー ド

ドライブ名

パス名

ドライブ名 とパス名を入力 したあとF・10キ ーを再度1回 押す とダ ウ ンロー ドを実行する。

実行中は固定ウイン ドウは下記の様 にする。終了すると固定ウイ ン ドウは消える。

ドライブ名、パス名入力中あるいはダウンロー ド実行中にESCキ ーを押 す と中断 して固定

ウイ ン ドウが消えて全文表示となる。

上記の ドライブ名 とパス名は1回 入力 した ら2回 目以降の呼び出 し時にはそれを表示するも

のとす る。

3.3.6ナ ビ ゲ ー シ ョ ン検 索

(1)全 文 表 示 画 面 よ り、SHIFT+F・3が 押 され た時 、 当検 索 処 理 に入 る。

な お、SHIFTキ ーが 単 独 で 押 され た 時、F・1、F・2、F・4～F・10に 該 当す る フ

ァ ン ク シ ョンキ ー表 示 は 、全 て 、水 色 の べ タ表示 と し、F・3に 該 当 す る部 分 の フ ァ

ンク シ ョンキ ー 表 示 は、 水 色 ベ タ 白 ヌキ文 字 で"NAVI検 索"と 表 示 す る。

(2)SHIFT+F・3が 押 され た時 、画面 の上 か ら23行 目 に メ ッセ ー ジA"開 始位 置 に カ ー

ソル を 置 いてRETURNキ ー を押 して下 さい。"を 表示 し、入 力 待 ち とす る。 こ こで 、

ESCキ ーが 押 され る と、全 文 表示 画 面(SHIFT+F・3が 押 され る前 の状 態;以 下

同 じ)に 戻 る。 また 、矢 印(上 ・下 ・左 ・右)が 押 され る とカ ー ソル の上 下 左 右 の移 動

を 行 う。 画 面 表 示 の 最 下(上)で 矢 印 キ ー(上 ・下)が 押 され る と、 画 面 の行 単 位 の下

(上)ス クロ ール を す る。

RETURNキ ーが 押 され る とカ ー ソル の位 置 に あ った文 字 を 白黒 反 転 させ る。 ま た、

画 面 の 上 か ら23行 目に メ ッセ ー ジB"RETURNキ ー を 押 して 下 さい"と 表 示 し、
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入力待 ちとする。→(3)へ

他のキー入力 は受 け付 けない。

(3)(2)でRETURNキ ーが押 され ると、以下のキーアクションを有効 とする。ESCキ ー

が押 され ると、全 文表示画面 に戻る。また、矢印(上 ・下 ・左 ・右)が 押 され るとカー

ソルの上下左右の移動を行 う。RETURNキ ーが押 されると(2)で 白黒反転 された位

置 と、 ここでRETURNキ ーが押 され た時のカー ソルのあ った位置を比べ、後者が

前者よりも前にあるとき、エラーメ ッセージ"指 定 に誤 りが あ ります"と 表示 して

か ら(2)に もどる。

上記以外 の とき、

① 前者の位置 と後者の位置の間にある文字列を拾い、キーワー ドとする。

② 更にその文字列全体を白抜きで表示する。

③2の 状態 に戻 る

(4)(2)と(3)を 交互 に往復 す ることでキー ワー ドがた貯蔵 され る。

(5)キ ーワー ドが貯蔵 された状態で、メッセージAが 表示 されている とき、SHIFT+F・

3が 押 され ると貯蔵 されたキーワー ドでの検索をする。キーワー ドが複数存在する時、

それらのAND条 件 で検索 す る。
ペ

キーワー ドが貯蔵されていない時に、SHIFT+F・3が 押 されて も処理 しない。

検索 は、キーワー ドの前方一致検索 とす る。

(6)検 索後 、'キー ワー ド検索 と同様 に見 出 し一覧画面 にヒッ トしたデータの見 出し等

を表示する。

キーアクションも、キーワー ド検索から入 ったときの見出し一覧画面のものと同様

とする。ここで、RETURNキ ーが押 され るとカー ソルの位置 にあったX,字 を白黒反

転 させ る。 また、画面の上から23行 目に メ ッセー ジB"終 了位置 にカーソルを置い

てRETURNキ ーを押 して下 さい"と 表示 し、入力待 ち とす る。他 のキーが押され

た場合は処理 しない。

(7)(6)で 検索 したい見 出 しの ところのSEQ.No.を 反転 させてRETURNキ ーを押す と、
'
そのデータ(参 照表示データ)が全文表示の時の内容 と共 に表示される(参 照表示)。 こ

の時、 自動的 にマル チウイ ン ドウ表示を行う。

B

参照表示

データ
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初期表示ではBを ア クテ ィブ とす る。

(8)ESCキ ーの動作

Aが ア クテ ィブ… 「全 文表示画面」に戻る。

Bが ア クテ ィブ…(6)の 「見 出 し一覧画面」に戻 る→再度参照 したいものを検索 して(7)

に進む こ とが可能 。

(9)(7)の 状態 でHELPキ ーが押 された ら、以下の様 にメニューを出現させ る。

1.ウ ィ ン ドウ取 り消 し

2.ウ ィ ン ドウア クテ ィブ切 り換 え

初期表示では常に1.の 項 目が反転す る。

① ここでESCキ ーが押 され る と、HELPキ ーが押 され る前 の状態 に戻 る。

② 矢 印(上 ・下)キ ーで上手 の反転 を切 り換え る。

③1.が 選択 された場合

イ ンアクテ ィブな方の表示を消去 し、アクティブな表示のデータを全文表示 させ

る。(新 しい全文表示画 面)

ここか ら、他 の検索、ダ ウ ンロー ド、画像表示など、全文表示画面下で可能な全

ての処理が行えるようになる。

2,が 選択 された場合

イ ンアクテ ィブな表示をアクティブに、アクティブな表示をインアクティブに し

た後、メニューを消去する。

(10)(7)の マル チウイ ン ドウ上 で は、矢印(上 ・下 ・左 ・右)キ ーで ス クロールが可 能 と

な る。

3.3.7応 用 プ ログラムの提供処理

(1)検 索 メ イ ンメニ ュー で 「応 用 プ ロ グ ラム の提 供 」が 選 択 され る と、応 用 プ ラ グ ラ ム提

供 メニ ュー(1)に す す む

(2)応 用 プ ログ ラ ム提 供 メニ ュ ー(1)のNo.入 力欄 に数 字 が入 力 され る。 この値 をxと す

る。 ま た、 メニ ュ ー に登 録 され て い る ソ フ トウ エ ア の 数 をyと す る。

①x≦0ま た はx>yで あ るxが 入力 され 、F・10キ ー が押 され た ら、エ ラー メ ッセ ー ジ

を短 時 間表 示 して か ら消 去 し、No.入 力 欄 を ク リア し、No.入 力 待 ち とす る。

②No.入 力欄 に何 も入 力 され な い 内 に、F・10キ ー が 押 され て も処 理 しな い 。

③ それ 以 外 のxが 入 力 され て 、F・10キ ーが 押 され た ら、応 用 プ ロ グ ラム提 供 メニ ュ ー

(2)へ す す む

(3)応 用 プ ロ グ ラ ム提 供 メニ ュー(2)で ドラ イ ブ名 、 パ ス名 の指 定 を行 う。

双 方 が指 定 され な い内 に、F・10キ ー が押 され た ら、エ ラー メ ッセ ー ジを表 示 し、 ド

ライ ブ 名 、 パ ス名 の 入 力 エ リア を ク リア した後 、 入 力 待 ち とす る。

(4)(3)で ドライ ブ名 、パ ス 名 が 指 定 され て 、F・10キ ー が 押 され た ら、 指 定 され た メ

ニ ュー デ ー タのrDIR名 」を得 、以 下 の作 業 を行 う。
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①(3)で 指 定 され た ドライ ブ名 の ドライブにディス クがセ ッ トされているかチ ェッ

クする

② ①がOKな らば、(3)で 指定 され たパ ス名を、合致す るパスが ドライブ中に存在する

かチェックする

③ ②がOKな らば、メニ ューデータのDIR名 に合致す るCD-ROM上 のデ ィレク トリー

とフ ァイルを、そ っくりそのままの形で、指定された ドライブ名、パス名で指定さ

れるディレク トリーの下 にコピーする。

④ コピー途中でディスクフルになった時は異常終了 とする。

(5)処 理が異常終了 した時点で、RETURNキ ーが押 された時、また は正常終了 した時は、

何れ も応用プログラム提供 メニ ュー(1)へ 戻 る

(6)応 用 プ ログ ラム提供 メニ ュー画面 の各項 目の出力

① メニュー1件 を、 メニ ュー画面 の 「メニ ュー」部の1行 と して出力す る。先頭 の
"¥"や

、区切 りの"*"は 出力 しない。

② メニ ュー1件 の「DIR名 」を除 く各項 目の内容を、メニ ュー画面の「メニュー」部の同

名項目に頭づめで出力する。出力エ リアOVERの ときはOVER分 はカ ッ トす る。

③ 「コメ ン ト」部 は、入力のコメン トデータを出力する。("$"は 出 さない)
　

④F・6キ ーで、1画 面分、次画面 に まるごとス クロール、F・5キ ーで、1画 面分前画

面 にま るごとス クロール

⑤ 頁ZZ9/ZZ9の 場合、前 の記号数字 は言に表示 している真数を示す。また、後 ろの

記号数字 はメニュー全体の真数を示す。

⑥ タイ トルとして"プ ログ ラム一 覧"と 表示。
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4.画 面 の実際と操作仕様

操作は前記検索仕様中の編集仕様を実現する形 とされた。全てウイン ドウに表示された指

示を選択 して行 う様 に、設定 されてお り、ユーザーに利用 しやすい様考慮 されている。

4.1処 理 の 前 に

本 デ ー タ ベ ー ス の 起 動 プ ロ グ ラ ム 名 は"OPTIX.EXE"で あ り、 以 下 の9個 の フ ァ イ ル が デ

ィ レ ク トリ に 存 在 しな け れ ば な ら な い 。

(1)デ ィ レ ク ト リ フ ァ イ ル

"DIR
.FIL"

(2)キ ー ワ ー ド保 存 フ ァ イ ル

"KEYKEEP
.FIL"

(3)メ ニ ュ ー フ ァ イ ル

"BUSSE
.MEN"(物 性 メ ニ ュ ー フ ァイ ル)

"ZAIRY
.MEN"(材 料 メ ニ ュ ー フ ァ イ ル

"YOUTO
.MEN"(用 途 メ ニ ュ ー フ ァ イ ル)

"SYUTN
.MEN"(出 展 メ ニ ュ ー フ ァ イ ル)

(4)シ ソ ー ラ ス フ ァ イ ル

"SHISO
.FIL"

(5)単 位 換 算 フ ァ イ ル

"KANZN
,FIL"

(6)応 用 プ ロ グ ラ ム メ ニ ュ ー フ ァ イ ル

"OUYOU
.FIL"

4.2処 理 の流 れ

プログラム起動後、検索方式指定画面にて最初の処理をいずれ とす るか選択する。

目次検索

キーワー ド検索

SEQ検 索

応用 プ ログラムの提供

(図4-1参 照)

図4-1

「応用 プログラムの提供」以外 の「… … 検索」を選択すると、目的のデータの全文表示画面

に着いた後、ファンクションキーで任意に検索方式を選ぶことができる。
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4,2.1目 次 検 索 とSEQ検 索 の 流 れ

検索方式 メイ ンメニ ュー

↓

↓

[憂]一 目的のヂ タ

4.2.2キ ー ワ ー ド検 索

検 索方 式 メ イ ンメニ ュー

↓

キーワー ド検索指示画面

↓

圏 一目一 タ

4.2.3応 用 プ ログ ラ ム の提 供

検索方式メインメニュー

↓

プログラム一覧画面

↓

ダ ウ ンロー ド
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4.3オ ペ レ ー シ ョ ン

4.3.1画 面 レ イ ア ウ ト

1行 目

2～22行 目

23行 目

24,25行 目

…見 出 し表 示

…全 文 表 示

… メ ッセ ー ジ表 示

… フ ァ ンク シ ョ ンキ ーの 機 能 表 示(図2参 照)

…憂
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灘欝ll欝欝1繋

図4-2

4.3.2フ ァンクシ ョンキーの機能説 明(全 文表示画面 にて)

F・1…SEQ検 索

F・2… 目次 検 索

F・3… キ ー ワー ド検 索

以 上 の3つ の フ ァ ン ク シ ョ ンキ ー は 次 の 検 索方 式 を ダ イ レク トに選 択 す る。

F・4… 画 像 表 示

F・5… 画 像 プ リン ト

F・4キ ー とF・5キ ー は 、 全 文 表 示 され て い る デ ー タ に画 像 デ ー タ が あ る とき の み
、 機

能 す る。

F・4キ ー とF・5キ ー の どち らか が押 され る と、 画 面 右 上 に図 表 コー ド一 覧 メ ニ ュ ーが

表 示 され る。(図3参 照)

メニ ュ ーを 消 し全 文 表 示 画 面 に戻 るに はESCキ ーを 押 す 。

表 示 した い図 ま た は表 に カ ー ソル を 合 わ せ 、RETURNキ ー押 す 。
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画像表示(F・4キ ー)の 場合 は、画像 が表示 される。(図4参 照)画 像が、表示 されて いる

状態でRETURNキ ーを押す と「図表説 明文」があれば、その表示を し、ESCキ ーで画像表

示 に戻 る。
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図4-3図4-4

画 像 プ リン ト(F・5キ ー)の 場 合 は 、 画 面 は図 表 コー ド一 覧 メニ ュ ー表 示 の ま ま(図3)

プ リ ンタ ー に画 像 が 印刷 され る。 な お 、ESCキ ーで 印 刷 を 中 断 す る こ とが で き る。

F・6キ ー …次 頁 キ ー

F・7キ ー …前 頁 キ ー

頁 単 位 の送 りを行 う。 目次 検索 、SEQ検 索 の 場 合 は、前 後 、 自由 に全 文 表 示 が可 能。 キ ー
も

ワー ド検索、ナビゲーション検索の場合は、前後、各1件 ずつのみ全文表示 が可能 となる。

F・8キ ー …MS-DOSへ の 出 口 キ ー

処 理 を 中 断 し、 全 文 表 示 され て い る 画 面 を ク リア し、MS-DOSへ 戻 る。

F・9キ ー … プ リ ン トキ ー

F・9キ ーが 押 され る と画 面右 上 に プ リン トメニ ュー が 表 示 され る。(図5参 照)

メ ニ ュ ーを 消 して 、 全 文 表 示 画 面 に 戻 る に はESCキ ー を 押 す 。

カ ー ソル を 上 下 す る こ とで、 用 紙 の サ イ ズ を選 択 し、RETURNキ ー で 確 定 す る。

プ リンタへの出力中にESCキ ーでプ リン トメニ ューが消え、全文表示画面に戻る。

F・10キ ー

F・10キ ー が押 され る と画 面 右 上 に ダ ウ ンロ ー ド画 面 が 表 示 され る。(図6参 照)

メ ニ ュ ーを 消 して 、全 文 表 示 画 面 に 戻 る に はESCキ ー を押 す。
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図4-5図4-6

ダウ ンロー ド画面で、 ドライブ名 とパス名を入力 しRETURNキ ーで確定す る。なお、パ

ス名 にはそのデータを格納するファイル名までが必要 となる。

F・10キ ーを再度押す ことによ り、実行 される。入力中もしくは、ダウンロー ド実行中に

ESCキ ーが押 され ると、処理 は中断 されメニューが画面上から消え、全文表示画面に戻 る。

ダウンロー ドが終了すると、メニ ューは消える。

4.3.3起 動

プログラム名"OPTIX"と 入力す るとプログラムが起動 され、検索方式指定画面(検 索方

式メイ ンメニ ュー)(図1)と な る。 プログラム立 ち上げ直後は必ず「目次検索」が反転 され、い

ずれかの検索を して当画面に戻 った場合は、最 も近い過去に選択された位置に反転が置か

れる。

4.3.4目 次 検 索

検索方式 メイ ンメニ ューで 「目次検索」にカーソルを合わせ(図7-A)RETURNキ ーが押

され ると当検 索処理 に入 る。なお、カーソルは矢印キー(上 ・下)で 動 く。

初 め に、 章 の 目次 画 面 が 表 示 され る(図7-B)。 この画 面 で の フ ァ ン ク シ ョンキ ー表 示 は

F・1～F・4キ ー 、F・10ま で が全 て ベ タ表 示 とな り他 は以 下 の機 能 を 持 つ 。

一

一

一

一

ー

キ

キ

キ

キ

キ

5

6

7
・

8

9

●

●

●

●

●

F

F

F

F

F

…検索実行

…次頁

…前頁

…下位

…上位

参照 したい章にカーソルを合わせ、F・5キ ーが押 されれ ば、検 索が実行 される。
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検索方式メインメニ ュー 目次検索指示画面(項 目)
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更に小 さい項 目で指定 したい場合には、F・8キ ーを押す と、 カー ソルの あ った章内の

節単位の目次画面とな る。

検索方式メインメニ ューに戻るにはESCキ ーを押す。

章 の目次画面 においてF・8キ ーによ り節選択画面(図7-C)に 入 ると、選択 された章 は白

の反転 文字 となる。

参照 したい節にカーソルを合わせ、F・5キ ーが押 されれ ば、検 索が実行 される。

ここで、前画面(章 選択画面)に 戻 りたい場 合、F・9キ ーを押 す。

更に小 さい項 目で指定 したい場合には、F・8キ ーを押す と、カー ソルのあ った更に小さ

い項 目単位の目次画面 となる。

節の目次画面においてF・8キ ーによ り項 目選択画面(図7-D)に 入 ると選択 された章、及

び節 は白の反転文字 とな る。

参照 したい項目にカーソルを合わせ、F・5キ ーが押 されれ ば、検索 が実行 される。F・8、

F・9キ ーの機能 は既 に述 べた通 りである。下位は章か ら数えて4段 階 まで実行 でき る。

カー ソルの上下で行単位のスクロール、F・6キ ー(次 頁)F・7キ ー(前 頁)で 画面単 位 の

ス クロールが可能で ある。但 し、項目群が多 くて複数画面に渡 る場合に限る。

ESCキ ーで 目次検索 指示画面 に戻 る。

4.3.5キ ー ワ ー ド検 索

検索方式メインメニューで「キーワー ド検索」にカーソルを合わせRETURNキ ーが押 され

る と当検 索処理 に入 る。カーソルは矢印キー(上 ・下)で 動 く。

初 めに、キー ワー ド検 索指示画面が表示される(図8-B)。 この画面 での ファ ンクシ ョン

キ ーの機能は次の通 りである。

F・4キ ー

F・5キ ー

F・6キ ー

F・7キ ー

…キーワー ド画面のクリア

…検索実行

…次頁

…前頁

こ こで キ ー ワー ドの入 力 を行 う。

キーワー ドを入力 し終えたら、F・5キ ーを押 す と検索 が実行 され る。

検索結果があれば、キーワー ド検索～見出し一覧画面(図8-D)が 表示 され る。

ESCキ ーでキー ワー ド検索指示 画面 に戻る。
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最 初 の画 面 に は見 出 しが 表 示 され るが、F・10(見 出 しキ ー ワー ド)キ ー を押 す こ とに よ り

キ ー ワー ドを 表 示 す る こ とが 可 能 で あ る。

カ ー ソル の上 下 で 行単 位 の ス クロ ール 、F・6(次 頁)キ ー 、F・7(前 頁)キ ー で画 面 単 位 の

ス ク ロー ル が 可 能 で あ る。

参照 したいSEQ番 号 にカー ソルを合わせ、RETURNキ ーで検索 が実行 され、全文表 示

画面 になる。

ESCキ ーでキー ワー ド検索指示 画面 に戻る。

なお、検索キー欄1行 には、60バ イ ト以 内であれば、,(カ ンマ)で 区切 ることで複数 のキ ー

ワー ドの指定が可能。その場合、1行 内のキー ワー ドは論理和 条件で検索 される。

また、1画 面には検索 キー欄 が9行 用意 されているが、それ以 内であれば何行でも入力可

能である。行と行 とは論理積条件で検索 される。

4.3.5.1 ,キ ー ワ ー ドの 型 式 と処 理

キ ー ワー ドの検索にもい くつかの種類がある。それは、以下の通 りである。

(1)通 常 のキ ーワー ド検索

通常 のキー ワー ド検索 とは、次項で述べる数値検索でないものを言 う。

①.前 方一 致(○ ○ ○*)

先頭 か ら何文字か が一 致 し、それ以降は何で もよい場合

入力例:周*→ 周 波数 、周期

②.後 方一 致(*○ ○○)

語尾 か ら何文字か が一 致 し、それ以前は何で もよい場合

入力例:*線 → レーザー光線、斜線

③.中 間一 致(*○ ○*)

デー タの どこか に何文字 かの文字列が一致する場合

入力例:*出 力*→ 高 出力化

④.完 全一致(○ ○○ ○)

デー タとキー ワー ドが完 全に一致する場合

入力例:励 起 → 励起

⑤.例 外 のキー ワー ド
'FILEH(FILEH)' …本文 テキス トの見 出 しが抽 出 されます。
'FILEZ(FILEZ)' …図表テキ ス トの見 出 しが抽 出 されます。

(2)数 値検索

キー ワー ド中に、縦棒(1)が 存在 す るときの検索。

キー ワー ドの入力型式

キーワー ド1数 値 下限～数値上 限1単 位

・キー ワー ドは前方一 致(○ ○○*)と 完全一致(○ ○ ○○)の み有効。
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・数値の与え方

数値がいかなる場合でも抽出する場合

*(又 は*～*)

ある数値A以 上 を抽 出す る場合

(数値上 限を省略)

A<(又 はA～,A-)

あ る数値A以 下 を抽 出す る場合

(数値 下限を省略

A>(又 は ～A,-A)

範囲A～Bを 抽 出す る場 合

A～B(又 はA<B,A-B)

・数値1個 のみで検索 す る ことは不可能 。(*を 除 く)

・数値の表現 の仕方

下記の2種 の何れか とす る。

実数型(± ○○○ ○○○)

小数点位 置 自由

最大桁数6桁

指数型(± ○.○ ○○OE± ○○)

小数点位置 固定

最大桁数 指数部2桁

小数点 以下4桁

いずれにおいて も符号 の+は 省力 とす る。

・単位 は半 角で入力する。

(3)シ ソー ラス検索

4.3.5.2参 照

(4)否 定 条 件検 索

4.3.5.2参 照

4.3.5.2HELP機 倉旨

キ ー ワ ー ドの 入力 を 円 滑 化 す る た め にHELPキ ー の機 能 が 準 備 され て い る。 キ ー ワー ド

検 索 指 示画 面 でHELPキ ーが押 され る と、画 面右 上 にキー ワー ド検索 メニ ューが表 示 され る。

1.物 性

2.材 料

3.用 途

4.出 典

の メ ニ ュー の 中の いず れ か に カ ー ソル を合 わせ て、RETURNキ ー を押 す と該 当 メニ ュー の

最 上 位 項 目郡 が 表示 され る(図9-B)。 この 画 面 で の フ ァ ン ク シ ョ ンキ ー の機 能 は 次 の通 り

で あ る。
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F・6キ ー … 次 頁

F・7キ ー …前 頁

F・8キ ー …下 位

F・9キ ー …上 位

更 に小 さい項 目で 指 定 した い場 合 はF・8キ ー を、 戻 した い とき に はF・9キ ー を押 す 。

カ ー ソル の 上 下 で 行 単 位 の ス ク ロール 、F・6キ ー 、F・7キ ーで 画 面 単 位 の ス ク ロー ル が

可 能 。 但 し、 項 目群 が 多 くて 複数 画 面 に渡 る場 合 に限 る。

カ ー ソル を上 下 に動 か し、RETURNキ ー で確 定 す る。誤 ってHELPキ ー を押 して しま っ

た 場 合 は 、再 度HELPキ ー を 押 す こ とに よ りキ ー ワー ド検索 メニ ュ ーが 消 え る。

確定後はキーワー ド検索メニュー画面が消え、選んだ項目がキーワー ド検索指示画面の検

索キー欄に送 られ、表示 される。なお、キーワー ド検索メニューで1.物 性を選 んだ場合は、

数値検索 となる。

キーワー ド検索指示画面

↓

キーワー ド検索指示画面

9

キーワー ド検索指示画面

写角t生メニュー酉面 一

■1■ 回 国 ■■'麗 麗 躍 寄 ■

9

キー ワー ド検索指示画面

'、

翫巖 ～ け … 示緬

1
～光伝※

」
■ ■■ ■■ 四■ 品 題 西 ヨー ■■ 一 ノ

図4-9
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キーワー ド検索メニューで、

5.論 理条件

を選択す る と、画面右上 に論理条件メニューが表示される(図10)。 条件 のいずれかを選択

しRETURNキ ーで確定す る。

メニ ューが消 え る。

図4-10
"2
.否 定 を使 う"を 選択する とキー ワー ド検索指示画面の否定の欄に(一)マ イナスが入 る

(図12参 照)。 この否定検索 を行 うと入力 された条件に合致 しないデータが検索 される。適

用されるキーヴー ドは、前方一致、後方一致、完全一致のみである。

キ ー ワ ー ド検 索 メ ニ ュー で 、

6.シ ソ ー ラ ス検 索

を選 択 す る と画 面 右 上 に シ ソー ラス検 索 メニ ュ ー が表 示 され る(図11参 照)。 条 件 の いず れ

か を選 択 しRETURNキ ー で確 定 す る。

メニ ュ ー が 消 え る。
"2
.シ ソー ラ ス検索 や る"を 選 択 した 場 合 は、 キ ー ワー ド検 索 指 示 画 面 の シ ソー ラ ス検索

の欄}ごYが 入 る(図12参 照)。 この シ ソ ー ラス検 索 を お こな う と与 え られ た キ ー ワー ドに加

え 、 そ の キ ー ワー ドの 同意 語 もキ ー ワー ドと して 、検 索 でき た デ ー タを 全 て 表 示 す る。 同

意 語 は、本 デ ー タベ ース の シ ソー ラ ス フ ァイ ル(SHISO.FIL)に 登 録 済 み の もの だ けを用 い

る。 例 え ば'光'の 同意 語 は、OPT、 光 学 、ひか り等 で あ る。 シ ソー ラス検 索 が 使 え るの は、

完 全 一 致 の キ ー ワー ドの み で 、 検 索 キ ー の1行 に キ ー ワー ドが1個 の場 合 だ けで あ る。

図12に 否定検索 とシソー ラス検索 の両方を選択 した場合のキーワー ド検索指示画面を示

す。
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図4-11図4-12

4.3.6SEQ検 索

検 索 方 式 メ イ ンメニ ュー で 「SEQ検 索 」に カー ソル を合 わ せ てRETURNキ ー が押 され る

と当検 索 処 理 に入 る(図13)。

カ ー ソル は矢 印(上 ・下)キ ー で動 く。

SEQ検 索指示画面 が表示 され る。

SEQ番 号 を入力す る。 検索を実行す るためにはRETURNキ ーを押す。

検索方式 メイ ンメニ ューに戻るにはESCキ ーを押 す。

全文表示に着いた後 は、F・6(次 頁)キ ー、F・7キ ーで 自由に前後の全文表示 がみられる。

ESCキ ーでSEQ検 索指 示画面 に戻 る。

4.3.7応 用 プ ログ ラ ム の提 供

検索方式メイ ンメニ ューで 「応用プログラムの提供」にカーソルを合わせてRETURNキ ー

が押 され ると、当処理 に進む(図14-A)。

カー ソル は矢 印(上 ・下)キ ーで動 く。

応 用 プ ロ グ ラ ム提 供 画 面 の プ ロ グ ラ ム一 覧 が 表示 され る(図14-B)。 この画 面 で の フ ァ

ンク シ ョンキ ー の 機 能 は 次 の 通 りで あ る。

F・6キ ー …次 頁

F・7キ ー …前 頁

F・10キ ー … ダ ウ ン ロー ド

カ ー ソル の上 下 で 行 単 位 の ス クロ ール が可 能 。 ま た、F・6キ ー、F・7キ ー で画 面 単
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位のスクロールが可能である。

ここでコピー したいプログラム番号を入力する。

検索方式メインメニ ューに戻るにはESCキ ーを押す。検索を実行す るにはF・10キ ーを

押す。なお、プ ログラム番号 が入力 されていない状態でF・10キ ーが押 されて もあ らゆ る

処 理は行われない。

F・10キ ーが押 され る と画面右上 にダ ウンロー ド画面が表示 される。

中止 したい時はESCキ ーで ダウウ ンロー ド画面 が消 え る。

コ ピー先 の ドラ イ ブ 名 、 パ ス名 を 指 定 しF・10キ ー を押 す 。 選 ば れ た デ ィ レク トリ以 下

の デ ィ レ ク トリと フ ァイ ル を そ っ く りそ の ま ま指 定 され た ドライ ブ 名 、 パ ス 名 の デ ィ レ ク

トリ下 に コ ピー す る。

な お 、 コ ピー途 中 で コ ピー先 の デ ィ ス クが一 杯 にな った 時 は 、 異 常 終 了 す る。

4.3.8ナ ビ ゲ ー シ ョ ン検 索

全 文 表 示 画 面 に お い て 、SHIFTキ ー+F・3キ ー が押 され た とき 当検 索 処 理 に入 る。 な

お 、SHIFTキ ー が単 独 で 押 され た とき、F・1、F・2、F・4～F・10キ ー はべ タ表 示 され 、

F・3キ ー の みNAVI検 索 と表 示 され る。

処 理 を終 了 す る時 はESCキ ー を押 す

検索のキーにする語の開始位置に矢印(上 ・下 ・左 ・右)キ ーでカー ソルを動か し、RETURN

キーで確定す る。

確定 され た検索 キ ーは、白黒反転する。1画 面 につ き最大9個 まで検索 キ ーが拾え る。

検索 はキーワー ドの前方一致検索 とする。

検索キーの拾得が済んだら、SHIFTキ ー+F・3キ ーで ナ ビゲー シ ョン検索 処理 を実行

する。複数の検索キー指定されたな らば、論理積処理を行 う。

検索キーできたならば、ナビゲーション検索～見出 し一覧画面になる。

ESCキ ーで ナ ビゲー シ ョン検索 を終 了する。

SEQ番 号 にカー ソルを合わせて、RETURNキ ーを押す。デー タ(参 照表示 デー タ)と 全 文

表示 の内容(参 照表示)と 共 にに表示 され る。 この時、自動的にマルチウイン ドウ表示(4.3.

10参 照)と な る。

ESCキ ーで検索 ～見 出 し一 覧画面 に戻す。

なお、ナビゲーション検索からのナビゲーション検索はできない。
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4.3.9マ ル チ ウ イ ン ドウ

4.3.9.1概 要

全 文 表 示 中 にHELPキ ー が 押 され る と以 下 の メニ ュー が 表 示 され る。

1.ウ イ ン ドウ確保

2.ウ ィ ン ドウ取 り消 し

3.ウ ィ ン ドウア クテ ィブ き りか え

この時「1.ウ イ ン ドウ確保」を選 択 し、2画 面確保 す ると、 自動的 にマル チ画面 となる。

画像同士、全文同士はマルチにすることが可能であるが、画像 と全文のマルチは不可能。

画 像 は 、横(左 ・右)ス ク ロー ル の み 、 全 文 は、 縦 ス ク ロー ル の み で あ る。

「2.ウ ィ ン ドウ取 り消 し」を選 択 す る と1画 面 が開 放 され る。

・マルチ状態

インアクティブな方のデータが消え、画面はアクティブなデータの全面表示とな る。

・1画 面 だけ確保 されて い る状 態(見 た 目は全文 表示 とほ とん ど変わ らない。)

どの画 面上で取 り消 して も(確 保 した画面 を表示 して いな くて も)確 保 されてい る も

の が取 り消 され る。

1画 面確保 されて いる状態 は普通の全文表示 と変わ らず、勘違い しやすい。例えば、 マ

ルチ表示後、1画 面 取 り消 して も、残 りの1画 面 は確 保 され たままで、次 に確保 された

な らマルチになる。

・次の場合には、処理を行わずメニューが消える。

2画 面既 に確保 されて い るの に、確保 した場合

1画 面 しか確保 されて いないのに、取 り消 した場合

1画 面 も確保 され て いな いのに、取 り消 した場合

・一度確保 された画面は、取 り消 さない限 り、全ての処理を終了するまで確保 された

ままである。

4.3.9.2画 面

全 文 表 示 中 にHELPキ ーを 押 す と画面 右 下 に メニ ュー が 表 示 され る(図15参 照)。

矢 印(上 ・下)キ ー で カ ー ソル を移 動 し、RETURNキ ー で確 定 す る。

誤 ってメニューを表示 して しまった場合は、再度HELPキ ーを押すことで消す ことができる。

2画 面確 保 され る とマル チ画面(図16)に な る。(最初 は画面右側 がアクテ ィブ。)
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ナ ビゲー シ ョン検索中に もウ ィン ドウ確保でマルチ画面にすることができる。一度ナ ビ

ゲー ション検索に入 ってマルチ画面にす ると、確保 した画面を取 り消 したとしても、ESC

キーで、 あ るいは他 の検索 にい くこ とでナ ビゲーション検索か ら抜けない限 りナ ビゲーシ

ョン検索内の全文表示仕様(ナ ビゲー シ ョン検索 はできない。、前頁、次頁それぞれ前後1

貢ずつ しか表示で きない)と な る。
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4.3.9.3流 れ
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4.3.10エ ラ ー

INT24関 連 エ ラー

画面23行 目にメ ッセー ジが表示 され る。

例:"読 み込 みに失敗 した(READERR)

中止:Aも う一度:R無 視:1

中 止:強 制 的 に処理 を終了 し、MS-DOSに 戻 る

もう一度:も う一度 処理を実行 します

無 視:エ ラーにな った処理 を無視 して、次の処理に行きます。

それ以外のエラー

画面23行 目にメ ッセー ジが表示 され ます。

例:"検 索 すべ きキ ーが あ りませ ん。 何かキーを押 して くだ さい。

このメッセージが表示 されたら、何かキーを押 して処理をや り直す こと
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5.予 想 される波及効果と今後の課題

5.1デ ータベー スの高度化へ の今後 の課題

本データベースは新光学材料の開発支援を目指 したものであり、当該分野の企業ベースお

よび研究者、技術者個人ベースでの利用が期待される。 しか し現在のデータ蓄積量は本格

的なデータベースとして考えた場合にはまだ不十分である。また、材料開発の技術 自体が

進展 し続けることが確実であ り、そのためにも段階的にデータ量を増加 させていかなけれ

ばならない。今後データ的には情報の表現形式の高度化、情報化の追加、拡充が、検索 シ

ステムとしては、多彩な検索 システムの追加アプ リケーションの内容の充実が更に求め ら

れ る。

総 じて、価値創製型の次世代情報ベースシステムのモデル確立をはか らなければならない。

(1)情 報 の追加 、拡充

核 とな る情 報の入力 と体系化はできたが、量的にも情報源の面で も網羅性を大幅に

高めなければな らない。例えば、本データベースには当初より特許情報やカタログ

等の重要な情報を収録することが計画されていたが、現状では十分に対応 しきれて

いない。 これ ら資料は材料開発のためには相当有効な情報 とな りえるし、また個人

の レベルで情報を収集するのは現在の情報化時代にあっては非常に困難であるため

本データベースにこれ らの情報を組み込むことを急がなければな らない。その際に

は著作権等の考慮がなされなけらばな らない。また、年々増大す る情報の うち、 ど

の情報が重要であるのか、その取捨選択をシステマティックに行え るよう検討 して

い くことが必要である。

(2)検 索 システ ムの追加

本 システムで は、ユーザーとなる研究者の立場から、必要とされる検索 システムを

検討 し、開発 した。 しか し、光学材料開発のこれからの進展に伴い、ユーザー要求

は多様化 し、現在 とは違ったシステムへの要求が高まることが予想 される。要求の

高度化にともない検索機能の内容を検討 し、利用者の便宜を考えてメニュー方式の

高度化 と、内容の活用のためのブラウジング、比較、統合等の附加処理を含めた追

加機能等、更に高度化 していく必要がある。

(3)デ ー タの表 現形式 の高 度化

現在収録 されているデータには以下のような問題点が指摘される。

① 上付き文字、下付き文字等特殊な文字の表現方法。

② 複雑な計算式の表現方法。

③ イメージ情報の解像度の向上

①②の問題を解決す る場合、データ処理の方法を更に検討 しなければな らない、計算

式は全文表示画面の時点でテキス トデータとして扱 うだけでな くその場で計算ができ

る様になると利用価値が高まる。また③の問題にはデータのメモ リ量の増加が予想 さ

れ、圧縮方法等の検討 も必要 となる。
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(4)ア プ リケー シ ョンソフ トウエ アの充実

本 システムの媒体であるCD-ROMは 、メモ リの大容量化を可能 と した。そのため

単に文書情報を収録するに留まらず、画像データの大量収録を可能 とするとともに

関連するアプ リケーションソフ トウエアの収録をも可能 としている。本 システムの

利用価値を高めるためには、個々の研究者が、必要に応 じて利用できるアプ リケー

ションソフ トウエアの追加を行い、アプ リケーションソフ トウェアの統合利用のた

めのインターフェース等を含め、更に高機能化を追求 していかねばならない。

以上、技術的課題を挙げたが次の段階としては情報の附加価値、特に研究開発に必要な思

考に対応する情報生産、例えば帰納、類推、発想等を可能とする情報構造や対応する処理

機能の実現をはからなければならない。

5.2デ ータベー ス普及 に関す る今後 の課題

現状では、本データベースの利用対象は先端材料開発に従事する研究者 ・技術者である。

そのためデータ処理、 システム開発等にかかるコス トとのバ ランスが取れず、 コス トに見
べ

合 う妥当な価格設定を行 った場合、ユーザーにとっては割高なシステムとな らざるを得な

い。 この状況を打開するためには、現在の コス トを低減 させてい く手段の検討を行 うと共

に、利用対象者の範囲を拡大 してい くための方法の検討が必要 となる。

コス トを低減するためには、一部本 システムにも組み込んでいるが、データ収集をSGML

手 法の導入等今 回以上 に システム化 し、データ処理を簡易 に行えるための方法や、今回開

発 したプログラムを他のシステムへと転用 してい くことによる トータル としてのコス ト低

減を併せて検討 していかなければな らない。また、利用者の範囲を拡大す るためには、前

記5.1で 記述 した様 に、機能を高度化 し、開発者 に限 らず、光技術に携わる技術者全般に

利用者の範囲を広げることが重要 となる。更にシステムが他の分野に転用す ることが可能

となれば更に利用範囲は一層拡大する。
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2.デ ー タ処理

1.全体 フロー チ ャー ト

2.テ キス トデ ー タ ・セ ッ トア ップ

3.テ キス トデ ー タ→CD-ROMマ ス ター作成

4.テ キ ス トデ ー タの最 下位/上 位 イ ンデ クス テー ブル 作成

5.画 像 デ ー タ最 下位 イ ンデ クス テー ブル作成

6.画像 デ ー タ上 位 イ ンデ クステ ーブル作 成

7.PROO4出 力 フ ァイルの フ ァイ ル名

8.プ レイ ンデ クス フ ァイル のSORTに お け る フ ァイル名 とSORT-KEY

9.PRGOO5の パ ラメー タ

10.MTの 保存 フ ァイル→ フ ァイル名指 定

3.検 索プ ログ ラム仕 様

11.非 線 形光 学 材料 デ ー タベ ース検索 シス テ ム フロー

12.キ …一ワー ド検索 サ ブ システ ム、 ナ ビゲ ー シ ョン検索 サ ブ システ ム



全体 フローチ ャー ト

(入 稿

、∠

)
＼
ll

L

テキ

FD

図または表

O

l 一

＼一 ー イ/版 下へ

＼!

キー ワ

＼ !

画像データ

登録/校 正
～再登録

テキス トデータ

チェック リス ト

校正～メンテ

6K

画像MT
テキス ト

実データ

ファイル

OK

インデクス作成

(ホス ト処理)

∨!/へ ＼

テキス トデ一夕

インデクスファイル

実データファイル

＼ノ

検索ソフ ト作成

プ レマスタ リング

マスタ リング

CD-ROM作 成
一

＼し

納 入

顎 髭式(((((○)))))
システム一式

)

O
l

CD一CD-ROM

PDSに よ るテス ト,プ ルーフディスクによる検証
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MS・-DOSO

テ キ ス トファイル

シフ トJIS

CTS変 換

プルー フ リス ト

'Z'

(図 表 コー ドフ ァイル)残

(図 表 コー ドフ ァイル)

INOO3

C皿 へ.EEN

ロ ッ ト501～

SORT

※1

MICONV

FDCV

PRGOO1

キー ワー ド展 開

キニ ワー ト

フ ァイル

マ スタNo.

リセ ッ ト ※2

キー ワー ト

フ ァイル

抽 出

INOO1

本 文 テキ ス ト

図表 テキ ス トド
、

テキス トデータ・セッ トアップ

1回の処理で混在しないよう行う。

デー タファイル コ ンバー トを行 う。

文字 コー ドそ の まま。 この時,本 文 テ キ

ス トと図表 テ キ ス トご とに,多 フ ァイル

パ ラメタ

本文テキスト

図表テキスト

テキス ト

実デ ータ
フ ァイル

'K'

(キ ー ワー ドフ ァイル)

外 部 データセ ッ ト

SORT

※3

マ ス タNo.

リ セ ッ ト ※4

キ ー ワ ー ト

フ ァイ ル

cmへ.EEN

いずれか一方を選択

MTで ファイル保存

H2684.H9012.TZO1

L=1フ ァイル プラグが

Kの ものを抽 出す る。

L=7キ ー ワー ドを 外部 デ ー

タに頭 づめ セ ッ トす る。

※3SORT-KEY

① 外部 デ ータ100バ イ ト

②L=2出 典 フ ラグ

③L=3章 コー ド,

④L=4節 コー ド

⑤L=5項 コー ド

⑥L=6番 号 ① ～⑥ は昇 順

※4マ ス ダNo.リ セ ッ ト

001ロ ッ ト1よ り+1

カ ウ ン トア ップ

1,000{t卜/ロ ッ ト

資 料 一.2



処理パラ

図 表 コ ー ドフ ァイノ

2

PRGOO2

チ ェ ッ ク リス ト
編集

/

プルーフ リス ト

＼

∠

1

PRGOO2

チ ェ ック リス ト

処理パラ

キ ー ワー ド

フ ァイ ル

編集

T8500E

図 表 コ ー ド

チ ェ ッ ク リス ト

T8500E

OTOO1
キ ー ワ ー ド

チ ェ ック リス ト

プル ー フ リス ト

OTOOl

校 正 校 正 表現の統一 削除 追加など

戻 し

マスタメ ンテ

SORT

※1

マ ス タNo.

リセ ッ ト

戻 し

※2

マスタメンテ

ロット501～INOO3

キ ーワー ト

フ ァイル

KEY付 け

SORT
※3

マ ス タNo.

リセ ッ ト

C皿 へ.EEN

※4

図表コー ド

ファイル
PRGOO2

※1SORT-KEY

①L=3章 コー ド ・

②L=4節 コー ド

③L=2出 典 フラ グ

④L・ ・8図 表 コー ド

① ～④ は昇 順

※2マ ス タNo.リ セ ッ ト

501ロ ッ ト1よ り+1

カ ウ ン トア ップ

チ ェ ッ ク リス ト

INOO3
ロ ッ ト001～

キー ワー ド

フ ァイル

編集

キ ー ワ ー ド

フ ァイル

C皿 へ.EEN

PRGOO2

チ ェ ッ ク リス ト

プ ル ー フ リス ト T8500E T8500E

図 表 コー ド

チ ェ ッ ク リス ト

OTOOl
キ ー ワ ー ド

チ ェ ッ ク リス ト

OTOO1

C

4

B

4
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3

校 校 正

戻し

テキス トデータ→CD-ROMマ スター作成

図 表 コ ー ド

チ ェ ック リス ト

図 表 コー ド

チ ェ ッ ク リス ト

マスタメンテ

※1

SORT
、

マ ス タNo.リ セ ッ ト

※3

※1のSORT-KEY

※2の マ スタNo.リ セ ッ ト

※3のKEY付 けSORT

※4の マ スタNo.リ セ ッ ト

※1と ※2は3頁 右側参照、

※3と ※4は3頁 左側参照

※2

INOO3

※4

ロ ッ ト501～

キー ワー ド

フ ァイル

キ ーワー ド

フ ァイル

例外変換

CTS→

シフ トJIS

変 換テ 一

処理 りス ト

テ キ ス ト

実 デー タ

ファイ ル

CD-ROM

マ ス タ

SORT

MERGE

キ ーワー ド

ファイル

C皿 へ.EEN

ロ ッ ト001～

〈 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー 一 一1

'
'

① 出典 フラ グ1バ イ ト

② 章 コー ド2バ イ.、ト

③ 節 コー ド2バ イ ト

④ 項 コー ド2バ イ ト

⑤ 番 号2バ イ ト

① ～⑤ は昇順

KEY

①L=2出 典 フラ グ

②L=3章 コー ド

③L=4節 コー ド

④L=5項 コー ド

⑤L=6番 号

⑥L=7フ ァイル フラグ

⑦L=8図 表 コー ド

① ～⑦ は昇順

〈 一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 ・一 一 ー ト

テキ ス ト実 デ ータ フ ァイ

ルを 主 と して,キ ー ワ ー

ドフ ァイル と1:nマ ッチ

.ングを行 う。

SORTす る 時 に,L・ ・3,L=4,L=5,L=6,L=8に っ い

て は,X'FO'～X'F9'をX'Or～X'OA'に そ れ ぞ れ 置 き

換 え て 行 う こ と 。
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テキス トデータの最下位/上 位インデクステーづル作成

換算

ファイル

処理 リス ト

ノ
ノ

一

/』

処理パラメタ

一

＼

CD-ROM

マ ス タ

最 下位 イ万 アクス作 成

プレ

インデクス
ファイル

SORT後

処理パラメータ

実データ

テキス ト

ファイル

画勘 －F

ル イ万クス

フ ァイル

漂

㎜
…

①
②
③
④

PRGOO4は 処 理パ ラメー タに よ り

4回RUNす る。

プ レイ ンデ クス フ ァイル は この結 果,

最 大7フ ァイル作 られ る。

実 デー タテ キス トフ ァイル,

その他の フ ァイル名 は次頁参照

SORT-KEYとSORT後 の フ ァイル名

は次頁参照

PRGOO5

上位インデ ックス作成

処理 リス ト

上位

インデクス

テープル

6フ ァイル

作成される

最下位

インデクス

テープル

7フ ァイル

作成される

*PRGOO5は7回 起動 され る。

ただ し,プ レイ ンデ クス フ ァイル の作 成

数が7よ り少 な い時,そ の作成 数 分起 動

され る。

*上 位 イ ンデクステ ーブル は,入 力順 最

下位 を 除 いて最 下 位 イ ンデ ク ス テ ー ブ

ル とペア(対)で 作成 され る。

PRG∞5の 処理 パラ メータは6-1頁 参照
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図 ・表原稿

階調パラ

ル

実

タ

イ

像

一

ア

画
デ

フ

ディスプレイ用

スキャナー入力

トリ ミ ング

2階 調画像MT

INO15

画像最下位

インデクスファイル

画像プレ

インデクス
ファイル

自然画 ・図表

ディスプレイ用

自然画原稿

ディスプレイ用

＼/∨
×!

スキャナー入力

↓

画像データ最下位インデクス

テープル作成

トリミング

＼1

PC

階調 パラ

'1ポ

16階 調画像MT

INO15

、 !』1

PRGOO7

画像遍下位
インデクスファイル

INO17
一 一 一 一 画像実一 ー ー ー

デ一 夕

フ ァイル

MTで フ ァイル保存。

画像 実デー タフ ァイル

2階 調 。

'H2684
.GRA2'

画像 実デ ータ ファイル

16階 調。

'H2684
.GRA16'

F___

16階 調

画像プレINO17
インデクス

ファイル

↓

16階 調

、

F

6-3

スキャナー入力

トリ ミ ング

PC

階調パラ 画像MT

'16'

16階 調

INOl5

PRGOO7

INO17

2階 調

画像最下位

インデクスファイル

画像実
データ

ファイル

INO16画像 プ レ

イ ンデ クス ー ー

フ ァイル2階 調

H

※注PRGOO7のINは 必ずMT媒 体 と

'す る
こ と。

MTはNL。

1本 に多画 像格納。

詳細 はPRGOO7プ ロ機 能書参照 。

プ リン ト用 は細 密 とす るためX,Yの

サ イズが大 きい。

'
MTで フ ァイル保 存。

画像 実 デー タフ ァイル プ リン ト用

'H2684
.GRAP'
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F

INO16

G

像プレ

インデクス
ファイル

2階調

INO16

画像プレ

インデクス
ファイル

画像データ上位インデクステープル作成

16階 調

E

SORT

/MERGE

INO14

像 コー ト

プ レインデ クス、

ファイル'

ハ

.ノ

H

※5

パ ラメタ

処理種

SORT

/ISFG

INO16

画像プレ

インデクス
ファイル

プ リン ト用

※6

PRGOO8

画像上位

画像 コー ド

テーブル

SORT

/ISFG
※7

INO18

画像最下位

インデクス

テーブル

INO19

インデクス作成

像上位

インデクス

テーブル

MTで フ ァイル保存。

画像上位 イ ンデ クステ ーブル

'H2684
.GAZI'

画像最下 位イ ンデクスフ ァイル

'H2684
.GAZ2'

画像
プリント

テーブル

ンデクスと各実データをまとめて,CD-ROMと す る処理あり。

別途指示。

このあと,ISO-HEADERを 付 けて,各 イ

※5SORT/MERGE

固定長 レコード17バ イ トの頭8バ イ ト昇順SORT

※6SORT/ISFG

固定長 レコード12バ イ トの頭8バ イ ト昇順SORT

と して,ISFG通 す。

※SORT/ISFG

固定長 レコード17バ イ トの頭8バ イ ト昇順SORT

と して,ISFG通 す。

資料 一7



《PRGOO4出 力ファイルのファイル名》

IN*** 名 称 フ ァイル名

INOO5 実 デ ー タテ キス トフ ァイ ル H2684.TEXT

INOO6 入力順最下位プレインデクスファイル H2684.NYR

INOO7 章節コー ド最下位プレインデクスファイル
'

H2684.SYO

INOO8 キーワー ド前方最下位プレインデクスファイル H2684.KEYF

INOO9 キーワー ド後方最下位プレインデクスファイル H2684.KEYB

INO10 単一数値最下位プレインデクスファイル* II2684.TAN

INO11 小値最下位プレインデクスファイル* H2684.SYT

INO12 大値最下位プレインデクスファイル* H2684.DAI

INO14 画像コー ド最下位プレインデクスファイル H2684.GAZ

*の ファイルは作 られな いことがある。

《プレインデクスファイルのSORTに おけるファイル名とSORT-KEY》

IN*** 入力ファイル名
KEYは レコード

全長で昇順 出力ファイル名

INOO6 H2684.NYR 7バ イ ト H2684.NYRC
、

INOO7 H2684.SYO 12バ イ ト H2684.SYOC

INOO8 H2684.KEYF 104バ イ ト ・ H2684.KEYFC

INOO9 H2684.KEYB 104バ イ ト H2684.KEYBC
●

*INOIO H2684.TAN 151バ イ ト H2684.TANC
"

*INOIl H2684.SYT 151バ イ ト H2684.SYTC

*INO12 H2684.DAI 151バ イ ト' II2684.DAIC

*の ファイルは作 られないことがある。

※INO14のSORTに ついては6-3頁 ※6参 照
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《PRGOO5の パ ラメータ》
(最下位インデクス) (上位インデクス)

No. 処 理 名 N**= T**= u**=

1 入力順インデクス作成
NOI=

H2684.NYRC

TO1=

H2684.NYR2

UOI=*

2 章節 コー ドインデクス作成
NO2=

H2684.SYOC

TO2=

H2684.SYO2

UO2=

H2684.SYO1

3 キーワー ド前方インデクス作成
NO3=

H2684.KEYFC

TO3=

H2684.KEYF2

UO3=

H2684.KEYF1

4 キーワー ド後方インデクス作成
NO4=

H2684.KEYBC

TO4=

II2684.KEYB2

UO4=

H2684.KEYB1

5 単一数値インデクス作成
NO5=

H2684.TANC

TO5=

H2684.TAN2

UO5=

H2684.TAN1

6

、

小値インデクス作成
NO6=

H2684.SYTC

TO6=

H2684.SYT2

UO6=

H2684.SYTl

7 大値インデクス作成
NO7=

H2684.DAIC

TO7=

H2684.DAI2

UO7=

H2684.DAI1
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MTの 保存 ファイル→CD-R6M上 の ファイルへのファイル名指定

No. MTの 保存 ファイル名
－

CD-ROM上 の フ ァイル 名 説 明

1 H2684.NYR2

－
NYRYOK2.IDX 入力順インデクス最下位

2

－
H2684.SYO1

－
SYOSET1.IDX 章節 コー ドイ ンデ ク ス

一 一

3 H2684.SYO2 SYOSET2.IDX 〃

4 H2684.KEYF1 KEYWRDFI.IDX キー ワー ド前方 イ ンデ クス

5 H2684.KEYF2 KEYWRDF2・IrlX 〃

6 H2684.KEYB1
KEYWRDBI.IDX キー ワー ド後方 イ ンデ クス

7 H2684.KEYB2 KEYWRDB2.IDX 〃

8 H2684.TAN1 TANSU1.IDX 単一数値インデクス

9 H2684.TAN2 TANSU2.IDX ノノ

10 H2684.SYT1
－
SYOSU1.IDX 小値インデクス
一 、

11 H2684.SYT2 SYOSU2.IDX ノノ

12 H2684.DAI1 DAISU1.IDX 大値インデクス

13 H2684.DAI2 DAISU2.IDX ノノ

14 H2684.GAZ1

－
GAZOUI.IDX 画像インデクス
一

15 H2684.GAZ2 GAZOU2.IDX 〃

16 H2684.TEXT TEXT.DAT 実データテキス トファイル
、

17 H2684.GRA2 GRA2:DAT 画像実データ

18

、
H2684.GRA16 GRA16.DAT ノノ

19 H2684.GRAP GRAP.DAT ノノ
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非線型光学材料データベース 検索システムフロー

キーワー ド検索

サブシステム ※

応用プログラム
の提供

追加

起 動

検索方式

(メイン)メ ニュ

○
ESC

2.目 次検索

口

目次検索
指示画面

全文表示

鷺

齢

1.SEQ検 索

SEQ検 索

指示画面

全文表示

※キ ー ワー ド検索 サブ シス テ ム

は次 頁参照。

ナ ビゲー シ ョン検索 サ ブ シス テ

ム も次頁参照。

先頭よりn件 目より尻のデータ

検索

、 、 、
、 、ヘ へ
＼'全

(⊃'
目次SEQNAVI

検索へ'検 索へ 検索へ

いず れ の 検索 方 式 に お い て も,

全 文表示で 「プ リン ト」 と 「ダ ウ

ンロー ド」 可能。

また,rMS-DOS」 への 出 口」あ

り。

画像が あれば 「画像表示 」 と 「図

表説 明文 」表示可能 。
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キーワー ド検索サブシステム,ナ ビゲーション検索サブシステム

出 入 口

ESC

キ ー ワー ド検索指 示画 面 にて,F6/F7キ ーにて

!過 去の キー ワー ド画面5個 まで
!再 現 で きる。

1

キーワード

検索指示画面

HELP

キー ワー ド検索 メニ ュー

1.物 性 メ ニ ュー

2.材 料 名メニ ュー

3.用 途 メ ニ ュ ー

4.出 展 メニ ュ ー

5.論 理条件

6.シ ソーラス検索
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1.光 ファイバー材料への要求条件

2.石 英系 ガラス材料

2.1光 ファイバーの作製法

2.2光 ファイバーの諸特性

3.そ の他の酸化物系 ガラス材料

3.1多 成分系酸化物 ガラス材料

3.2重 金属酸化物 ガラス材料

4.非 酸化物系 ガラス材料

フ ォ トリフラ クテ ィブ(光 屈折 性)材 料

SEED(Self-electro-optic-effect-device)

CCD(ChargeCoupledDevice)

3

4

8

9

9

1

1

3

4

6

6

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

〈西 原 浩〉 …471

フォ トリソグ ラフ ィに よる微 細 パ ターニ ング

電 子 ビーム リソグラフ ィによ る微細 パ ターニ ング

1

2

2

2

3

6

7

7

7

0

1

2

4

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

〈高橋 志郎〉…487

487

490

490

494

497

497

498

499
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4.1

4.2

第2節

1.は じ め に

2.

2.1

2.2

3.

フッ化物系 ガラス材料

カルコゲ ン化物系ガラス材料

プラスチック材料

499

502

〈長谷川 章〉…505

POFの 基本特性

POFの 構造 と特徴

POF用 ポ リマ ー素材

POFの 開発動向

3.1

3.2

3.3

3.4

低損失化

耐熱性の向上

伝送帯域特性の向上

POFの 多機能化

4.POFの 用途

5

5

5

7

1

1

4

0

1

4

0

0

0

0

1

1

1

2

2

2

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

第6章 表示材料

第1節

1

9
一

〇
〇

4

5

ρ
O

総 論

は じめに

〈藤 嶋 昭〉 …529

表示素子の分類

発光 ダイオ ー ド(LED)

液 晶 デ ィス プ レー(LCD)

エ レク トロク ロ ミック表 示(ECD)

第2節 液

表示 ディバ イスの研究課題

臼

529

529

530

531

532

533

…

.

.

・

.

.

.

0

1

2

3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

日目

液 晶表示 デバ イ ス ,

〈松本 正 一〉 …535

液晶の材料設計

液晶材料の種類と諸物性

シッフ塩基系液晶

ア ゾ系 とアゾキシ系液晶

安息香酸エ ステル系液晶

ビフェニル系 と ター フ ェニ ル系液 晶

シク ロヘキ シル カル ボ ン酸 エステル系液晶

フェニル シク ロヘキサ ン系 と ビフ ェニル シク ロヘ キサ ン系 液晶

ピ リ ミジ ン系 と ジオキサ ン系 液晶

シク ロヘ キ シル シクロヘ キサ ンエス テル系 液晶

シ ク ロヘ キ シル エ タ ン系 液晶

シク ロヘ キセ ン系液晶

5

5

7

8

9

0

1

3

4

5

6

6

7

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5
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14.

15.

トラン系液晶

アルケニル系液晶

16.2,3一 ジ フ ル オ ロ フ ェニ レ ン系 液 晶

17.多 成分系混合液晶

17.1

17.2共 融組成混合液晶

第3節 発 光 ダ イオー ド

多成分系混合液晶の有用性

547

549

550

551

551

552

1.は じ め に

2.

3.

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

4.

4.1

4.2

4.3

4.4

5.む す び

.第4節

1、 ま え が き

2.

3.

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

4.

4.1

4.2

4.3

〈別府 達郎〉…556

LEDの 発光機構

各種の発光 ダイオー ド(特 性 ・製法)

GaP:ZnO赤 色LED

GaP:N緑 色LED

GaAsP系 赤色LED

GaAsP:N系 黄色 ・橿 色LED

GaAIAs系LED

青色LED

LEDデ ィスプ レー ・その形 式 と駆動 方式

パ イ ロ ッ トラ ンプ

モ ノ リシ ック型 デ ィス プ レー

ハ イ ブ リッ ド型 デ ィス プ レー

LEDデ ィスプ レーの駆動 方式

エ レク トロク ロ ミズム

6

7

3

3

5

6

7

7

9

0

0

1

1

2

2

5

5

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

〈小野 博〉 …574

ECDの 種類 と特徴

無機系ECD

WO,系ECD

酸 化 イ リジウム(lrO、)系ECD

プル シア ンブルー(PB)系ECD

窒化 イ ンジウム(lnN)系ECD

層間化合物系ECD

無機系ECDの 応用

有機系ECD

ビオロゲ ン誘導体系ECD

有機金属錯体系ECD

高分子ECD

4

4

5

5

9

2

5

7

9

5

5

2

5

7

7

7

7

7

8

8

8

8

9

9

0

0

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6
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4.4

5.そ の 他 のECD

5.1

5.2光 誘 起ECD

5.3

ポリマー錯体複合体系ECD

可逆電着形ECD

新 しい高分子ECD

6.む す び

第5節EL

1.は じM)に

2.薄 膜EL

618

622

622

624

629

631

〈谷 口 浩 司〉 …633

2.1

2.2

2.3.

2.4

2.5

2.6

2。7

動作機構

L-V特 性 の経時変化

メモリ効果

発光層材料

絶縁層材料

膜作製技術

薄膜ELの 現状 と将来

3.粉 末EL

4.有 機EL

5.お わ りに

第6節

1.は じ め に

2.

シ ンチ レ一 夕材料

3

3

3

6

6

7

0

1

4

5

6

7

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

〈石井 満〉 …651

各種の用途 に要求 され るシンチ レータ材料の特性

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

X線 増感紙用蛍光体

X線 蛍光板用蛍光体

熱蛍光線量計用蛍光体

X線 応 用機 器 に用 いる シ ンチ レ一 夕

γ線 応用機 器 に用 い る シ ンチ レー タ

3.各 種 シ ンチ レ一 夕材 料 の特 性

3.1

3.2

3.3

3.4

X線 増感紙

X線 蛍光板用蛍光体

熱蛍光線量計用蛍光体

放射線検出用 シンチ レータ

4.シ ン チ レ一 夕の 製 造 と応 用

4.1シ ン チ レー タの 製 造

4.2シ ン チ レー タの 応 用

1

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

8

8

1

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5
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第7章 光記録材料

第1節PHB

l.は じめ に

2.PHBの 原理

3.PHB関 係 測定技 術

3.1分 光 測定 に よ る方法

3.2フ ォ トンエ コー

4.PHBを 用 いた光 メモ リ

5.PHBメ カ ニズ ム と材 料

5.1プ ロ トン互変 異性

5.2水 素結 合 の再 配位

5.3

PHB研 究 の現状 と問題点6.

7.高 温PHB

低温 で の ホール形成効 率8.

^9
.お わ りに

第2節 相 変 化 型

1.相 変化 型 光記録 材料

1.1概 要

1.2相 変化型 光記録 材料 の特徴

2.相 変化 型記録 材料 の分類

2.1分 類

2.2結 晶 一結 晶型

2.3合 金型 成形

.3.ア モル フ ァスー結晶型記 録材 料

3.1追 記型

3.2書 換型

4.相 変化 型 光 デ ィス クの課題

4.1相 変 化 メデ ィアの熱設 計

4.2書 換 型 の課 題

5.

5.1ア ナ ロ グ記 録 型 画 像 フ ァ イル

.5.2文 書 フ ァイ ル

5.3デ ー タ フ ァイ ル

〈古沢 明/堀 江一之〉…667

光 イオ ン化 お よび電子 の トラ ッピ ング
、

7

7

1

1

2

4

5

5

7

7

7

9

6

7

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

〈沖野 芳弘〉…690

相変 化 メデ ィアを使 った光 デ ィスク装 置(シ ステ ム)

0

0

0

2

2

3

4

5

5

8

3

3

4

5

5

7
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0
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第3節

1.

2.

3.

4

5.

第4節

1.

2.

3.

4.

5

6.

第5節

1.

2.

O
O

4

節

3.1

3.2

4.1

4.2

4.3

44

節

デ ィ

4.1

4.2

4.3

4.4

5.1

5.2

5.3

節

2.1

2.2

4.1

4.2

4.3

〈寺尾元康/堀 籠信吉〉… 710

710

710

711

711

713

715

715

720

722

723

725

727

727

728

731

736

736

742

745

745

745

745

747

750

750

752

752

752

752

753

754

758

759

760

763

一

穴あけ型

まえが き

記 録 ・読出 し原理

Teを 主成分 とす る記録膜

Pb-Te-Se系 記録膜

Te-C記 録 膜

有機穴 あけ型記録膜

ポ リメチ ン系色素

大環状 アザアヌレン系色素

その他の色素

色素一ポ リマー系

、あとがき

光 磁気 〈今村 修武〉…

光磁気の特徴

記録再生の原理

スクの構造 と材料の要件

記録材料の種類 と特性

アモル ファスRE〒TM膜

多結晶合金膜

酸化物膜

人工格子膜

複合多層膜

カー効果 エ ンハ ンスメ ン ト

交換 結合 膜

その他

あ とが き

光反応(有 機)

は じめ に

〈入江 正浩〉…

フ ォ トンモ ー ド記 録

特 徴

記録方式

フ ォ トクロ ミック反応 とは

フ ォ トクロ ミック光記録

光記 録 の試 み

熱安定性

繰り返し耐久性

一
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4.4

5.将 来 展 望

第6節

1.は じめ に

2.

2.1

2.2

3.

その他 の試み

フ ォ トク ロ ミック(無 機)

765

766

〈森本 繁樹〉…768

フォ トクロ ミック ガラスの種類 と特徴

感光性結晶を含 まない もの

感光性の結晶を含むガラス

ハ ロ ゲ ン化 銀 フ ォ トク ロ ミ ッ ク ガ ラ ス

1

9
一

∩
0

4

5

ハb

7

0
0

3

0
0

Q
U

Q
O

Q
U

O
O

‡

節

翫

U

Ω

U

Ω

U

臼

田

日

日

オ

.

●
7

・

・

・

…

1

9
白

q
◎

4

亡
0

6

4

に
U

第

母体 ガ ラスの組 成,

フ ォ トクロ ミズムの機構

着色中心

構造および製造方法

母体組成の影響

ハ ロゲ ン種の影響

微量成分,Cuの 効果

暗化 と退色の速度論

フォ トク ロ ミックガ ラスの応 用

ホログラム記録型

8

8

8

0

1

1

4

5

8

0

0

2

4

5

6

6

6

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

〈久保田敏弘〉…787

ホ ログラ ス ィの原理,特 徴,応 用

ホログラフィ用記録材料 としての要件 と特性評価

ホログラフィ用記録材料 としての要件

回折効率

ホログラムの特性評価

回折効率 一露光量特性(η －E特 性)

角度選択性,波 長選択性

ノイズ(SN比)

各種記録材料

概 要

固定記録型

記録 ・消去可能型

その他

7

7

8

8

1

2

2

3

3

3

3

3

1

4
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8

8

8

8
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第8章 光変換材料

第1節 固 体 受 光 素 子

1.ま えが き

2.光 導電 型受 光素 子

2.1構 造 と特性

2.2材 料

3.接 合型PN,

〈鈴木佐喜雄〉…809

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

PIN構 造素子

原 理

電流一電圧特性と動作回路

分光感度

応答速度

S/N

材 料

4.内 部 増 幅 型 接 合 素 子

4.1

4.2フ ォ ト

ア バ ラ ン シ ェ ・フ ォ トダ イ オ ー ド(APD)

ト ラ ン ジ ス タ(P・Tr)

5.異 種接合 型素 子

6.光 電子 放出素 子

6.1光 電 面

6.2

6.3

7.あ とが き

第2節 太 陽 電 池

二次電子増倍電極

光電子増倍管の特性

9

0

0

4

6

6

8

0

2
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5
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2

4

7
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8

8

0

0

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

4

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

-

リ
ム

3

4

民
」

は じめに

〈桑野 幸徳 〉…842

ρ0

7

8

地球環境危機の中で期待される太陽光発電

太陽電池の原理と特性

各国の太陽電池開発計画

各種太陽電池の開発動向

5.1

5.2

5.3

5.4

単結晶Si太 陽電池

多結晶Si太 陽電池

アモル フ ァスSi太 陽電 池

化合物半導体太陽電池

太陽電池の民生機器への応用

太陽光発電 システムの開発状況

将来展望

2

2
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7

7

7
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第9章

第1節 無 機 材 料

1.は じ め に

2.光 学 ガ ラ ス

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

3.

3.1

3.2

3.3

4.フ ィ ル タ ー

4.1'

4.2

第2節 有機材料

基礎材料

〈安 井 至〉 …869

光学ガラスの必要な特性

ガラスの屈折率を決 めるもの

ガラス組 成 とア ッペ数

組成による光学 ガラスの分類
ン

光学ガラスの物性

窓材料一一 とくに赤外線透過材料

赤外線透過材料における吸収の原因

赤外透過材料の候補

赤外透過材料各論

ある波長よ りも短波長の光を吸収する もの

特定の波長 を吸収す るフィルター

9

9

9

0

2

4

6

6

6

8
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6
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7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

1.は じ め に
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